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　予章　好きですか




「急に静かになりやがった……」

　サンシロー・サカイは愛機『閃せん空くう』のコックピットで誰にともなく呟つぶやいた。

「敵も味方も、一発も撃ちやがらねえ。まるで、誰かの死を悼いたんでいるようだ……。まさか──」

　空戦の修しゆ羅ら場ばではついぞ感じたことのない、えも言われぬ不安が彼を捉とらえた。さっきまであんなに激しく飛び交かっていたビームの光条も、爆発の閃光も、ぴたりと熄やんでいた。それまでの激戦が熾し烈れつだっただけに、弔とむらいのような静寂が付近数光秒の空間を支配していた。

「終わったのか……。それにしても──」

　こんなにも唐とう突とつな結末は初めてだった。実になんとも、尻切れ蜻蛉とんぼなのである。

『サカイ……』

　と、彼の機に並ぶように寄り添って来た機がある。

『どうやら、終わったようだな』

「ああ……」

『しかし、終わったのか？　本当に？』

「おまえもそう思うか」

　サンシローはその機の搭乗者に尋ねた。

「おまえでもか」

『ああ。釈然としない……』

　キヨシ・サナギは抑よく揚ようのない声で応こたえた。

『クライマックスからいきなりフォローのないエンディングだ。フィナーレがなかった』

「それはともかく、復活おめでとう」

　と、あまりにも煮え切らないエンディングを、なんとか体てい裁さいだけでも取り繕つくろおうとサンシローは言った。

「見事なカムバックだった。何機撃墜キルした？」

『さあ……』

　と、どこまでも煮え切らない調子で、キヨシ。

『七十二機目までは、数えていたんだが──』

「たいしたもんじゃないか！」

　わざと大おお仰ぎように、サンシローは叫んでみせた。そうでもして盛り上げないと、到とう底ていこの静寂には耐えられそうもない。

「ひょっとして、ブランクの前よりも凄すごいんじゃないか!?」

『義手がいいのさ』

　とキヨシ。

『実に実に精巧な、最高の義手だ。俺の意志通りに動く……。いや、元の手以上にレスポンスが早い』

「ドクター・キタグチ特製の義手だからな。どうだ。完全復調したところで、俺と決着を付けないか？　前の勝負は、引き分けのまんまだからな。ひとつ、すっきりさせようぜ」

『いや……』

　キヨシの笑い声は、やけに寂しく響いた。

『やめておく。なんか、怖こわくてな……。実際、おまえの闘たたかう様さまは鬼き神しんのようだった』

「俺もだよ」

　社交辞令ではなく、サンシロー。

「近くで見ていると、おまえは怖いよ。本当に瀕ひん死しの重傷を負って一度は死にかけた人間なのか？　パイロットを諦あきらめて、自みずから命を絶とうとかほざいていた奴の操縦とは信じられなかったぜ。まったく今回は味方でよかった。つくづくそう思うぜ」

『正直な奴だ……』

「それだけが取り柄なんでね、飛行機を降りると……」

『まあいいさ。当分はリターンマッチもなしだ。貴き様さまと俺は、当代を代表する撃墜王エースの双そう璧へきで腕は互ご角かく……それでいいんじゃないか』

「うん……」

　頷うなずくサンシロー。

「異存はない」

『しかし、この静けさは気になるな』

「どうやら──」

　ようやくサンシローにも、冷静に状況を把は握あくし分析するだけの余裕が生じてきた。

「『常陸ひたち』のいる方向で、何かあったようだな……」

『まさか沈んだのか？』

「それはない。しかし、何かあったことは事実だ」

　薔ば薇ら色星雲が放つノイズのせいで聞き取りにくい電波を懸命に拾う。

「戦闘は終了した……集結せよ……という意味のことを広域の波長で言っている」

『罠わなじゃないのか？』

「いや。敵と味方の全すべての回線を使って、ベタの平ひら文ぶん（暗号やコードを交まじえない通信）で、しかも最大出力で盛大に言っているから、噓うそではないだろう」

『じゃ、終わったんだな』

「ああ……」

『どっちが勝ったのかな？』

「流れからすれば、俺たち……惑星連合宇宙軍かな？　おっと、おまえはまだブラック・セラフィムの信者だったか？」

『いや……』

　苦笑するキヨシ。

『もう関係ない。勝ったのは俺たちだ。おまえが赦ゆるしてくれるなら、それでいい……』

「じゃあ、そういうことだ。俺たちは勝った」

『だが、勝ったにしてもこの重苦しい空気はなんだ……。まるで負けたような雰囲気だぞ。いや、負けたって、こんな暗くはない。寂しくて虚むなしくて、妙みように哀かなしい……』

「なるほど……」

『何が、なるほどだ、サカイ』

「そういうことか……。この闘い、どうやら勝者はいなかったらしい。敵も味方も、当初の予測を遥はるかに越える損害を出したということだ。特に、人的損害をな」

　こういう時、勝ち負けはさして重要な問題ではない。名目上の勝者も敗者と同じくらいの、時には敗者を上回る損害を出すことも珍しくはない。

『お互いムキになって闘ったからな』

「双方面子メンツのかかった闘いは、大たい抵ていこうなる……」

　とサンシロー。

「自称『聖戦』なんてものは、いちばんやっちゃいけねえ闘い方なんだと、親おや父じがよく言っていたっけ……」

『いずれにせよ、ブラック・セラフィム絡みの、大きな戦闘はもうないだろう』

　どこか寂しそうに、キヨシ。

「ああ。あとは残ざん敵てき掃そう討とう、敗戦処理ってレベルだ。せいぜいあって小こ競ぜり合いってとこさ。天てん王のう山ざんは、たった今終わった。敵も味方も、闘いに疲れ果てて……」

『還かえるか、俺たちも？』

「ああ」

　頷くサンシロー。

「還ろう……疲れた」

　サンシローは産まれて初めて、空戦に倦うんでいた。

「キヨシ……」

『なんだ？』

「おまえ、これからどうする？」

『うん』

　キヨシは少し考えて、

『正直に元信者だと名乗り出て、罪を清算する』

　と言った。

『何年か喰くらうだろうけど、それが終わったら、おまえの部隊で使ってくれるか？』

「お互い、生きていたらな。だけど、このまましらばっくれて俺の相棒になってくれた方が嬉うれしいな。おまえになら、ケツを任まかせられる。適当な経歴が必要なら、俺のコネでなんとでもなるし……」

『これ以上、おまえに借りは作りたくない。この──』

　そう言ってキヨシは自分の利きき腕を見た。

『義手だけで既に相当な借りを作っちまったからな』

「だからその借りを、俺の下で返済するのよ。悪くねえだろ」

『う～ん……。魅力的だが、やっぱりやめておく』

　キヨシはよほど後ろ髪を引かれたに違いない。

『他の連中が──』

　と、彼は言った。

『それぞれ自分の過去をどう清算するにせよ、彼らは彼らなりにそれぞれの罪を認めるに違いない。それくらいの理性と判断力はある連中だと、俺は信じる』

「なるほど……」

『キムタークも、イノセントも、シンも、純粋な奴らだ。純粋過ぎるんだ』

「おまえも充分に純粋だぜ」

『ありがとう。そして、きっと彼らは彼らなりのやり方で責任を取るに違いない。そんな中で、俺一人が過去を封ふう印いんしたまま生きるなんて、やっぱり出来ない……そう思う』

「わかった。もう引き止めない。キヨシ」

『ん？』

「戻って来いよ」

　サンシローは言った。

「待ってる！」










　第一章　これから何ど処こへ行きますか




　戦争の当事者であった者に、『戦後』などという言葉は存在しないのだ。

　その意味を、今、宇宙で最もよくわかっている人間は、あるいはカツヤであったかも知れない。

　今の彼はまったくの腑ふ抜ぬけである。

　そして、敢あえて誰も、それを咎とがめようという者はいない。

「なんか──」

　と、実の妹であるノリカでさえ、そうすることを躊躇ためらった。

「声、かけづらっくってさ……」

　ノリカの性格を熟知している者にとっては、これは相当な事態であると理解される。

「兄あに貴きが士官学校を放校になった時でさえ、『よっ、おめでとう！　何もかも、兄貴の思おも惑わく通りじゃん!!』と笑って肩叩たたいたあたしが、だよ」

「その時カツヤは、どう応こたえた？」

　恐るおそる尋ねるケン。

「笑ってた……」

　とノリカ。

「だから今も、同じように軽いノリで突っ込めば、兄貴は案外笑ってくれるんじゃないかって、思ったけどさ……それが、なかなか言えないんだよね。怖くてさ……怖くて……」

　ノリカがボロボロ泣き始めた。

「なんかちょっと触さわっただけで、カツヤが壊れてしまいそうで、怖いんだあ……。えっ、えっ……えっ、ヒック」

「それでいい」

　ケンはそっと、ノリカの肩を抱いた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。カツヤはきっと立ち直る。ただ……尋常でなく時間はかかるだろうなあ……」

「また苛いじめても大丈夫なようになる？」

「ああ……」

　しかし、二人の懸け念ねんはそれだけではなかった。

「エド、今日も帰って来なかったね」

「うん」

　頷うなずくケン。

「彼のことだ、きっとずっと付き添うつもりなんだろう」

「マチコさんの、意識が戻るまで？」

「エドはそういう奴だよ」

「皮肉なものね」

　涙を拭ふいて、ノリカ。

「ようやくずっと二人きりでいられるようになったのに、一ひと言ことも言葉を交かわせないなんて──」

「いや」

　ケンは首を振った。

「二人はきっと、ずっと言葉を交わし続けているよ。だって、いつも一いつ緒しよなんだもの。エドはマチコの手を握りながら呼び掛け続け、マチコにはちゃんとその言葉は聞こえていると僕は信じる。そして、マチコも無言の返事をエドに返していると思う……」

「幸せなのかなあ……二人」

「幸せだと、言うしかないね。集中治療室で、マチコと一緒にいるエドを見る度たびに、僕はそう思うよ。あいつの表か情おを一度でも見てごらんよ。ノリカもそう思うからさ」

「あたしだってそうしたいけどさ、なんか辛つらくって……」

「わかるけど──」

　ケンは言った。

「少なくともカツヤを見ているよりは、何倍も何十倍も幸せそうだよ、あの二人……」




「昨日きのう、カツヤに会ったよ」

　と、マチコの手を握りながらエドは言った。

「周りは腫はれ物に触るようにしているけど、僕の見たところカツヤは大丈夫だ。みんなが思っているほど、彼は不幸じゃないんだ。僕たちが幸せなようにね……。そうだろ」

　マチコは笑顔のままである。最高の医療施設を投入し、一日に何億ギガタイラスという巨費を使い続けながら、彼女は生かされている。ガラスの棺ひつぎに収おさめられた白雪姫状態で、王子のキスによる復活を待ちながら──。

「そう。君もわかってくれて嬉うれしいよ」

　微笑ほほえむエド。

「カツヤにも、ちゃんとフランソワーズの声は聞こえているみたいだね。僕たちと同じように、いつも一緒にいられるんだ。ただ、カツヤが自分の幸福に気付くには、もう少しだけ時間がかかりそうだ。そう。君もそう思うの……」

　体中に無数の電極とバイパスを繫つながれ、頭を丸坊ぼう主ずに剃そり上げられながら、それでもマチコは美しかった。

　おそらく、彼女はこの状態のままで誰よりも長生きするに違いなかった。体中のどこにも、異常は見られなかったから。脳波すら常人と変わらないのである。エドの言葉に、ちゃんと反応しているのだ。にも拘かかわらず、彼女は目覚めない。

　かの老ドクター・キタグチでさえ、

「わからん！」

　と、匙さじを投げた。

「これが健康体でなくて、いったい何なのだ。どうして目覚めないのか理由が皆かい目もくわからん!!　ああ、儂わしは医者を辞やめたくなった！」

「大丈夫ですよ」

　と、エドは微笑みながらそんなキタグチに言ったものだ。

「時が来れば、目覚めるんです。ちゃんと──」

「おまえたち二人にとっては、それもよかろう。しかし、これは医学の敗はい北ぼくじゃ。医学が『愛』に負けるなど、あってはならんことじゃ!!」

「お言葉ですが、医学が勝利したことがかつてあったでしょうか？　特に愛と死に対しては、一方的に負け続けじゃないですか？　これからもそうではないでしょうか……」

「言うておれ」

　と、老ろう獪かいなドクターは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情で吐き棄すてた。

「じゃがな、これだけは言うておくぞ。あの致命的な大事故から、彼女が九死に一生を得て、こうして形だけでも生きており、今おまえがこうして一緒にいられるのも、すべては再先端の医学のおかげじゃということをな」

「わかってます」

　赤毛の若者は微笑んだ。

「ドクターには、いつも感謝してますよ。僕を取り上げて貰もらいましたしね」

「おまえの母親もじゃわい」

「僕の子供も、出来ればお願いしたいですね」

「それは──」

　と、キタグチは一瞬口くち籠ごもった。

「まあ、神にでも祈れ。彼女の意識が回復するかどうかは、もはや医学の領域ではないわえ。それこそ『愛』の仕事かもな」

「そうします」

　エドはその日から、献身的な介護の間中、一瞬たりとも微笑みを絶やしたことはない。




「そろそろ判決が出始めたな」

　と、縁台の籐とう椅い子すでホログラフ新聞を読みながら老タイラーは言った。

「早いものだ。銀河を揺るがしたあの大事件から、もう銀河標準時間で二年が経たとうとしている……」

「ええ。まったくどんどん早くなる一方ですわね」

　と古女房のユリコ。

「今の一年は、若い頃の二、三か月にも満たないような気がしますわ」

「それは、生きて来た時間に対する比率の関係でそうなるらしい。メンタルな時間の流れは生きれば生きるほど速くなることは科学的にも立証されているそうだ。知っていたか？

　仮に九十年生きるとして、感覚的な時間では、人生の中間地点は二十五歳だそうだ。つまり、生まれてからの二十五年間と、その後の六十五年間は、本人の感覚としてはまったく同じ長さに感じるということだ」

「あらまあ……。すると私たちはもう……」

「感覚的には最晩年もいいところだな」

　苦笑するタイラー。

「だがな、安心しろ。人間とはよく出来たもので、歳としを取るほど短く感じる分、単位時間当たりに感じる精神的充足度は密度が増して、それを考慮に入れれば若い頃の一年と老いてからの一年とはまったく等価なのだそうだ。つまり、後の方になるほど人生の満足感ギッシリということだな。まあ単に、時間の有り難がたみが増す、ということなのかも知れんが……」

「そのためには、自分の自由になる場所とお金を確保しておかねばなりませんわね」

「まあね。僕たちは極きわめてうまくいった方かな……」

「それより知ってました？　来年は……」

「うん」

　頷くタイラー。

「金婚式だ」

「はい。よく出来ました」

　微笑むユリコ。

「あっという間の、五十年でしたわね」

「半世紀と言うべきかな……」

「来年は、おめでたいことがもう二つ三つ、重なると宜よろしいのですけれど──」

「エドたちのことか？」

「ええ。それと……」

「カツヤだろうな。やはり……」

　老タイラーの表情が僅わずかにではあるが曇った。

「あいつもいい加減、立ち直って欲しいよ。実の妹の結婚式まで、スッポかすなんてな……」

「それだけ純愛だったんでしょう」

　と秋の青空を見上げながら、ユリコ。

「むしろ羨うらやましいくらいですよ」

「だが、それがよくない」

　とタイラー。

「カツヤも、柄がらにもなく純愛なんだ。がさつに見えて、実はあれほど繊細で脆もろくてナイーヴだったとは……。親の僕でさえ気が付かなかった。面めん目ぼく次し第だいもない……」

「私は……気付いてましたよ」

　と、母親らしくユリコ。

「あのがさつなポーズは、あの子の脆い心の鎧よろいだったんですねえ……」

「だからといって、ノリカの披ひ露ろう宴えんに出ないということはないだろう」

　タイラーはあくまでもそのことにこだわっていた。

「おかげであの盛大な式も、画が竜りよう点てん睛せいを欠いたものになってしまった……」

「いいんですよ。その分エドのスピーチが素す晴ばらしかったじゃないですか」

「あれは感動した……マジで」

「私はあなたが泣くのを、初めて見ましたよ」

「しかし、エドよりカツヤより先に、よりにもよってノリカが片付くとはなあ……」

「まあ、キサラだって結婚しましたから──」

「あいつらが聞いたら激げき怒どするぞ。ところでノリカとケンはうまくやっているのかね？」

「そりゃあもう、相性度百二十パーセントだそうですわよ」

　満面に笑みを湛たたえ、ユリコ。

「世の中に奇特な男は、シゲチヨ君で最後だと思っていたんだが……」

「ノリカを受け止められる男性がいるとしたら、ケンしかいませんよ。あの二人、一緒になるべくしてなったんです」

「おかげでフヨウ家への借りも返せたな……」

「ええ。それはいいんですけど、あの式の後、それで安心したかのようにディックが逝いってしまったのは、返すがえすも……」

「ああ、残念だった」

　頷くタイラー。

「しかし、ディックには悪いが、彼はあれだけの宿しゆく痾あ（持病）を抱かかえていた割には長生きした方だと思うよ。ちゃんとコンツェルンの行く末を見定めたしね……」

「ええ。でも……」

「ケンもフヨウ家の若き当主として、青年実業家として躍進著いちじるしいところだし、まあ娘の嫁とつぎ先としては買いだったかな……」

「何があるかわからないのは、ビジネスの世界ですわ」

「軍人よりはましさ」

　と自じ嘲ちよう気味にタイラー。

「しかしあの若社長、絶対今の地位に満足しとらんぞ。変な気を起こして妙みようなベンチャービジネスなど始めねばよいがなあ……」

「ノリカが手た綱づなを引き締めてくれますわ」

「さあどうだろう……。あいつはむしろ、けしかける方だと思うがな」

「その点なら、大丈夫さ」

　と、そこへ現れたのはキサラである。

「ノリカは当分、おとなしくしているしかなくなったよ」

「何を根拠に？」

「これさ」

　と、たった今届いた星間電報を見せびらかすように、キサラは笑ってみせた。

「フヨウ家十一代目の当主、御ご降こう臨りん！」

「ほう、やったか!!」

　したりと膝ひざを叩くタイラー。

「ノリカもやりよるわい！　ハネムーンベイビーか!?」

「それが、予定日から逆算すると、式の時には既に……」

　指折り数えるキサラ。

「ま、ケンも潔いさぎよく、責任を取ったということで……」

「まあいいわい。これで金婚式を祝ってくれる人間が一人増ふえる」

「それがね、親おや父じ」

　苦笑しながら、キサラは言った。

「超音波検診の結果、子供は一人じゃないとわかった」

「ほう、双ふた子ごか！」

　狂喜するタイラー。

「それはよい!!　かねがね双子を羨うらやましいと思っておった。若い頃のユーミとエィミィのように可愛かわいい双子だとよいなあ……」

「そうだね。でも、残念ながら双子ですらない」

「何、三つ子とな！」

「それが……実は……」

「四つ子、まさか五つ子とか……」

「もう一声!!」

「まさか……六つ子なの？」

　とユリコが尋ねた。

「はい、正解」

　とキサラ。

「シェ～!!」

　タイラーは籐椅子から飛び上がった。
















「身内がいっぺんに六人も増えるのか……」

「どう？　これで孫の数は一挙に二ふた桁けたの大台だよ。御感想は？」

「寂しくなったり賑にぎやかになったり、ジェットコースターのような人生じゃのう。宇宙はなかなかこの老人を、安あん泰たいな老後に安住させてはくれぬわい」

「喜んでるくせに……」

「ま、タイラー家の血筋には考え得る限りの色々な事が起こる。これぞ宇宙の七不思議のひとつだな……」

「あたしゃそれより、いまだにどうやって、親父あんたが教祖の死を看み取とった後、ブラック・セラフィムの本拠地から無傷で生還出来たのか、その方がよっぽど不思議だね」

「それは、つまり……色々とあったのじゃ」

　とタイラー。

「カヤマというヤーヴェが死んで、彼らも混乱していたからな。しかし、イノセントという若者は、なかなかどうして往おう生じよう際ぎわはよかったぞ。ここでジャスティ・ウエキ・タイラーを殺しては、教団としても面子メンツに関わると彼が感じてくれたことが大きいな。何と言ってもこっちはカヤマの親友だ。大手を振って、堂々と還かえって来たよ」

「それだけじゃねえだろ」

　とキサラ。さすがに彼女もタイラーの娘だ。父親が読んでいたホログラフ新聞を取り上げ、

「あたしゃ腑ふに落ちないね。だって、あれだけの悪逆非道の限りを尽くしたブラック・セラフィムの大幹部が、どうして無期禁固なんだよ」

　そこには大きく、

『ゴロン・イノセント（元チェラブ）無期禁固』

　と、立体写真入りで大きく報じられていた。

「しかも、検察側の求刑は終身刑なんだぜ。普通は極刑だろ？　これは絶対、何かあると勘かん繰ぐりたくもなるぜ」

「ま……有り体ていに言えば彼との間で一種の取り引きはあったな……」

　と正直に白状するタイラー。

「その、色々と……」

「赦ゆるせん！」

　と、怒り心頭のキサラ。

「あたしゃ、イノセントがエドを鞭むち打って瑕きず物ものにしたというだけで、死刑にしてもお釣りが来ると思うね!!」

「まあ無期禁固だし……。それくらいが妥だ当とうかなと……」

　タイラーの声はいつになく小さい。

「馬ば鹿か言ってんじゃないよ！　無期なら恩おん赦しやで出て来られるんだぜ!!　いいかい、親父。仮にロージーが結婚して、皇子か皇女が生まれたら、信者は恩赦の対象になっちまうんだよ！　わかってんのか」

「だったらロージーには、生しよう涯がい独身でいて貰もらう……」

「んも～。絶対控こう訴そして、極刑に追い込んだる!!」

　因ちなみにイノセント以外の、主だった幹部たちの求刑とそれに対する判決は、以下のようであった。




　　ラヤ・キムターク　　　求刑　死刑　判決　終身禁固

　　カイ・マサヒコ　　　〃　終身禁固　〃　無期禁固

　　キヨシ・サナギ　　　〃　無期懲ちよう役えき　〃　懲役十二年

　　シン・カトリ　　　〃　懲役十五年　〃　懲役八年




「えらく軽くないか？」

　と、不満そうなキサラ。

「あれだけの大量殺さつ戮りくをやらかしておいて、一人も死刑にならないのはどういう理わ由けだ!?」

「彼らが事実上の『軍』だからだよ」

　とタイラー。

「ブラック・セラフィムは表向き宗教集団だが、その実態は一惑星国家の軍をも凌りよう駕がする軍組織だった。内部の規律や命令系統も、まったく軍そのものだ。銀河最高裁は彼らを軍に准じゆんじるものという判断を下した。軍であれば上官の命令には従わざるを得ない。つまり彼らは『准戦犯』という訳わけだ。ヤーヴェというＡ級戦犯が既すでに亡ない以上、彼らの罪はこれでも重いくらいだ。元げん帥すいのくせに、そんなこともわからんのか、キサラ」

「納なつ得とくいかね～！」

「まあ世論も、比較的彼らには同情的な方向に傾きつつあったしな……」

「あんたが世論操作したんだろ、どうせ」

「そこまでわかっておるのなら、つべこべ言うな」

「いいや言わせて貰う。シン・カトリがいい例だ。彼は当時未成年だったとはいえ、惑星フーロンで下士官一名と衛兵二名、都つ合ごう三名を惨ざん殺さつしているんだぜ。しかも、それは別に上官命令じゃなかった。囚とらわれた仲間を逃がすためとはいえ、立りつ派ぱな殺人だ」

「まあ……それは……。しかし彼はカトリ中将の息子だし……カトリくんも責任を感じて退たい役えき中将の地位を返上したことだし……」

「まったく身内にはあめ～んだよな、この親父はよ。私財をはたいて最高の弁護団は雇やとうしよ」

「まあ、本人もかなり反省しているようだし。収しゆう檻かんされた刑務所でも模範囚らしいから、五年くらいで出て来られるだろう」

「出て来られても、困るけどな……」

「エドが最後まで気に懸けていた、少年信者たちはどうなったの？」

　ユリコが尋ねた。

「彼らは元々、何も悪いことはしていない。一いつ切さいお咎とがめなしだ。未成年でなくても、エンジェル以下の末端信者に、実刑判決はほとんど出なかった。ま、彼らの社会復帰には時間がかかるかも知れんが、そのための福利厚生施設には、ちゃんとフヨウグループが出資しているしな……」

「よかった……」

「ま、そういう金の遣つかい方なら納得もいくんだが……」

「それにしても、世間はあれだけの大事件を、もう忘れていますね」

　複雑な表情で、ユリコ。

「この判決の記事だって、銀河相互銀行の不正融資事件よりも扱いが小さいじゃありませんか……」

　憤ふん慨がいするように言う。

「当事者以外の間では、事件は風化している……」

　柄にもなく真顔で、タイラーは言った。

「永遠に忘れられんのは、本当の当事者たちだ。私も、エドも、カツヤも──」

「最愛の息子に瑕きず物ものにされた、このあたしもお忘れなく！」

　キサラの語気には、奇妙な説得力があった。

「結局、この事件は、タイラー家の人間に計り知れない爪つめ痕あとを残したな……」

　庭に植えた柿の実の色付き加減を眺ながめながら、タイラーはしみじみと言うのだった。

「ああまた、今年もいい実がなった。あれで、渋柿でさえなかったらなあ……」




「エドワード・タイラーさんですね」

　と、今日もマチコに寄り添うエドに、この場所には不似合いな来訪者が言った。

「そうですけど……」

　些いささか怪け訝げんそうにエド。ダークスーツが似合い過ぎている。この格かつ好こうを見てヤクザか葬そう儀ぎ屋でなかったら、後の職業はひとつしか思い付かない。

「警察の方……」

「近いですね」

　と男は言った。

「銀河検察庁の、フクシマと申します……」

　名刺を見せた。タツオ・フクシマ。肩書きは検事正とある。まだ若いが軍なら佐官クラス。相当な要職にあることは間ま違ちがいない。

「僕を調べに？　調書なら何度も取られましたよ。まあ一応、偽装とはいえ一時、ブラック・セラフィムに入信していたことは確かですけどね……」

「いやいや。今日はその用ではありません」

　フクシマ検事正は苦笑しつつ頭を搔かいた。

「服ふく役えき中のカイ・マサヒコが、あなたに会いたがっておりまして……」

「普通、そういう囚人側の要求は却きやつ下かされるんじゃないですかね？」

「普通はそうです」

　苦り切った表情で、フクシマは言った。彼にもここに来るまでには相当な葛かつ藤とうがあった感じだ。エドにはそこまで察せられた。

「しかし、これは言わば特例中の特例でして……」

「彼が何か言っているのですか？」

「どうしても、エド・タイラーに会わせろと」

「正直、あまり気が進まないなあ……」

　とエド。

「僕の中では、赦ゆるしてはいるつもりなのです。でも、実際に彼を見てしまうと、自分でも何を言い出すかわからない。僕も聖人君子って訳じゃありませんからね……」

　そう言って、横目でマチコの微笑みを浮かべた寝顔を見た。

「それに、彼女の側そばを離れたくないんだ。綺き麗れいでしょう？」

「ええ……お噂うわさに違たがわず」

　フクシマ検事正の口調はまんざら社交辞令という風でもなさそうだった。

「まるでついさっき、眠ったかのようですなあ……」

「そうなんです」

　エドは頷いて、

「僕がちょっと目を離した隙すきに、彼女は目覚めるかも知れない。そんな気がしてね……。だから、この病院を離れることはもちろん、トイレに立つことすら怖いんです。マチコが目を醒さます、その瞬間に居合わせてやれないことくらい、今の僕にとっての辛いことはないですから……。それを逃のがしたら、きっと一生痛恨の念に苛さいなまれるのでしょうね」

「その時の言葉は、もう決めておられるのですか？」

「はい」

　頷く。

「決めています。『おはよう』です。最高の笑顔で迎えてやりたくて、毎日こっそり、鏡に向かって練習しているんですよ。ああ。つい、あなたにはどうでもいいことを話してしまいましたね」

「いえいえ……。とてもいい話を聞かせて頂いただきましたよ」

　フクシマは微笑んだ。

「しかし、弱りましたな」

「何がです？」

「あなたを彼女のいるこの場から引き離すには忍びない。しかし、カイはどうしてもあなたに会わせろと言って聞かんのです。さもなくば、自殺するとまでぬかしました。それが出来ないような部屋に入れ、拘こう束そく衣いも着せてはいるのですが……」

「それほどまでに、僕に会いたがっているのですか？」

　エドは少々、薄気味悪く感じた。

「ええ。口を開けば会わせろ、会わせろの一点張りで……」

「弱ったな……」

「もちろん、あなたにはそれを拒否する権利はありますが、一応参考までに──」

「会ってもいい」

　と、エドは言った。

「そこまで慕したわれると気になるものですよ。まして彼と僕との因いん縁ねんは、浅くはない。彼の『片想い』ですけどね──」

「御足労、願えますか」

「いつ、行けばいいのでしょう？」

「もしあなたさえ宜よろしければ、私がこの場から、すぐにでも……」

「早い方が、いいかも知れないな。でも、彼をこの場に連れて来てくれる方がこちらとしては有り難がたいのですが」

「さすがに、それはちょっと……」

　苦笑するフクシマ。

「彼も重罪人ですから──」

「わかっています」

　と、エドは微笑み、頷いた。

「これから行って、彼の言い分を聞いてやりましょう。実を言うと、僕の中にもわだかまりはある。彼との問題をクリアーにしておかないと、マチコが目を覚ましても心から笑えないような気もする」

「では、表にお車が──」

「行って来るよ」

　エドはマチコの寝顔にそっとキスし、微笑みながら言った。

「僕が戻るまで、目を覚ますんじゃないよ」




「フランソワーズよう……」

　ウイスキーのポケット壜びんを喇らつ叭ぱ吞のみにしながら、カツヤは呟つぶやく。彼の足元には既に、空からになった壜が二本転がっている。

「死ぬなら、俺の方だったな……」

　どう考えても、そういう結論しか出ない。
















「おまえのいない、『余よ生せい』なんて──」

「情けない……」

　彼の背後で、声がした。

「銀河を救った赤色巨星番長の末路が、アルコール依存症ですか。まったく情けない……」

「ハイフェッツ……」

　振り向くカツヤ。その表情にはほとんど何の変化も現れない。眼めに生彩がまったくない。ドミトリー・ハイフェッツは、これがかつて自みずからの命を預けて悔くいのなかった上司と同一人物かと思うと目を覆おおいたくなった。

「久し振りだな……」

　彼の襟えり章しようを読む。

「へえ……。少将になったのか。こいつはおめでとう……」

「参さん謀ぼう省上級監査官です」

「出世したな。さすがに有能だっただけのことはある」

「でも、あなたの下にいた時の方が何百倍も楽しかったですよ」

「よせやい……」

　とカツヤ。

「で、今日は落らく伍ご者しやを見に来た、と……」

「くっ……」

　唇くちびるを嚙かむドミトリー。

「ここまで……」

「それとも意見しに来たか」

　へらへら笑うカツヤ。

「なら予あらかじめ言っとくが、無む駄だだぜ」

「あなたはァ!!」

　やにわにドミトリーはカツヤの襟髪を引っ摑つかんだ。

「こんなところにいる人と違うでしょう！」

「さすがに軍のマーシャルアーツチャンピオンは強えや……」

　涎よだれを垂たらしながら、焦点の定まらない眼でカツヤは言った。

「離してくれよ、痛えよ……」

「仮にも銀河の救世主でしょうがァ!?」

「確かにそうだったかも知れねえ……」

　カツヤの瞳ひとみが、不意に潤うるんだ。

「だけどよ、愛した女一人、護まもってやれなかった」

　涙るい腺せんから堰せきを切ったように溢あふれ出す泪なみだ──。

「死になさい！」

　と、いつしかチョークスリーパーに移行しながらドミトリーは唸うなるように言った。

「立ち直れないなら。あなたは潔いさぎよく死ぬべきだ。ちょうどいい……。あなたの参謀を務めたこの私が、引いん導どうを渡すのも何かの縁でしょう」

「…………!!」

　声が出ない。

「あなたのその醜しゆう態たいを、これ以上銀河に晒さらしておいていいはずがない。夢が壊れる。あなたを愛した人々の夢を微み塵じんに壊してしまう前に、あなたは消えるべきだ」

　カツヤは抵抗しなかった。それもいいと思っていたところだ。いや、もっと早くにこうして欲しかった。

「ドレフュス准じゆん将しよう（死後、二階級特進）も、馬ば鹿かな死に方をしたもんだ……。こんな漢おとこを庇かばって、盾たてになるなんて──」

　不意に強烈な肘ひじが、ドミトリーの鼻柱に叩たたき込まれた。

「うぷ……」

　思わずスリーパーを解いて鼻を押さえるドミトリー。どくどくと、赤黒い血が指の間から溢れ出した。

「あいつの悪口は言うな！」

　と、吼ほえるカツヤ。

「殺すぞ!!」

「殺すくらいの元気があるとは、結構です」

　血を滴したたらせながら、笑うドミトリー。

「立ち直ってください。フランソワーズがあっちで泣いてます」

「わかってんだよ!!」

　膝を抱かかえて、蹲うずくまってしまうカツヤ。

「わかっちゃいるんだ。わかってて、どうにもならねえんだよ！」

「大丈夫、あなたは必ず立ち直る」

　ドミトリーは言った。

「それは最初から、わかっています。でなきゃあのフランソワーズが、咄とつ嗟さにでも庇うはずがない。彼女には、わかっていたんです。わかっていたから、あなたの盾に──」

「違うな……」

　とカツヤは言った。

「だとしたら、あいつは俺のことを買い被かぶった……。そいつがたまらねえんだ」

「それを言うなら、銀河の全員があなたのことを買い被っていますよ。特に、私はね」

　ハンカチを出して鼻血を拭ぬぐいながらドミトリー。

「おっと……、鼻の骨が折れてる。こいつは病院に行かないと……。まったく、あの体勢からどうやってあんな強烈な一撃を──。腐っても番長ですな、あなたは……」

「さっさと病院行け！」

　カツヤは叫んだ。

「そして当分来るな!!　おまえにゃこれ以上、落ち込んでいるところを見せたくない！」

「私は消えれば、それで済む……」

　ドミトリーは、言った。

「でも、フランソワーズは、いつも見ていますよ」

「消えろ～!!」

「消えます。お邪じや魔まを……」

　さっと敬礼した。

「みんな、待ってますから」

「俺の余生にまで、参謀として口出しするつもりらしい……」

　フランソワーズの立体写真を見ながら、カツヤは呟いた。

「たまらんぜ。俺には、もうおまえという絶対に消しようのない監視役がいる。それだけでもう、充分に足あし枷かせだって言うのによ……。なあ、フランソワーズ」

　妙にさばさばとした表情で、カツヤはウイスキーの壜を投げ棄てた。

「さてと──」

　パンツの埃ほこりをはたいて、立ち上がった。

「これから何ど処こへ、行こうかな……」










　第二章　悔くいはありませんか




「こちらです……」

　と、フクシマ検事正が面会室の前までエドを案内してくれた。

「私はここで……。のちほどお迎えに上がります」

「一いつ緒しよに来てくれないのですか？」

　エドは親切な黒髪の検事を見た。

「規則でここまでと決められておりましてね。ああ、それから面会室で交わされた会話は、一応全部記録に残されるということも、老ろう婆ば心しんながら申し上げておきましょう。ですからあなたが残したくないようなことは、言わない方がいい」

「ありがとう」

　エドは微笑ほほえんで、

「でも、自分でも何かとんでもないことを言ってしまいそうで、怖いなあ……」

「では、行ってらっしゃい」

　面会室は、厚い硬質ガラスで隔へだてられた殺さつ風ぷう景けいなボックスだった。さながら街頭の両替所か、パチンコの景品引替所を連想させる。もっともエドは、パチンコをやったことはない。パチンコはカツヤの十お八は番こだった。彼は戦略とパチンコにかけては掛値なしの天才だったのだ。

　別人の如ごとく面相変わり果てたカイ・マサヒコがそこにいた。言われなければ絶対に彼とは気付かなかったであろう。

「瘦やせたな」

　と、開かい口こう一いち番ばんにエドは言った。微笑みは崩くずさない。

「そうだろう」

　とカイ。

「俺に見えないだろ」

「ああ……」

　頷うなずくエド。

「今なら街で擦すれ違っても、誰だかわからない。だから、首しゆ尾びよく僕を殺せるかも……」

「よしてくれ」

　嫌けん悪おするかのようにカイは言った。

「もうその気は、ないよ」

「本当らしいな」

「信じてくれて、ありがとう……。後悔してるんだ。心から悔いているのさ」

「信じるよ」

「今、差し入れして貰もらった『般はん若にや心しん経ぎよう』を読んでるんだ」

「へえ。宗しゆう旨し変えしたんだ」

「もうブラック・セラフィムのＢの字も、嫌いやなんだ」

「わかるよ」

「いや。わからないだろうな……。自分の過去を自分の体ごと、切って棄すてたい気分なんて到とう底てい……」

「わかるように、努力するよ」

「おまえはいい奴だな……」

「君も、君が思っているよりはずっと、いい奴だよ」

「だから苦しいんだ。おまえを傷付ければそれでよかった……。でも、俺はやり過ぎた」

「確かにそれは、あるだろう」

「優し過ぎる……」

　カイの、組み合わされた両手が、ぷるぷると震えた。
















「どうしておまえは、そんなに優しい。俺を殴なぐりたいだろうに……」

「殴れないよ。ガラス越しじゃ。それに、本当にそのつもりなら、殴るくらいじゃ済まない。君は確かに、それだけのことをやった……。僕に対してだけでなく、マチコにも……」

「そんなつもりじゃなかったんだ……。おまえさえズタズタに出来れば、それでよかったんだ。なのに──!!」

　不意にカイは、面会室の前でがばと土ど下げ座ざした。

「済まん！　赦ゆるしてくれ!!　俺は取り返しのつかないことを……」

「やめろ……」

　静かに、しかし強い語気でエドは言い放った。

「漢おとこが、そんなに軽々しく頭を下げるな！　おまえのしでかしたことまで、軽々しく思えるじゃないか……。頭を上げろ、カイ・マサヒコ……」

「あ……」

　思わず反射的にエドを見上げるカイ。ガラス越しにも有う無むを言わさぬ迫力があった。

「土下座すれば自分の心が軽くなるだろうと思った、その性しよう根ねが憎い！　土下座はプライドさえ棄てりゃいい。プライドを棄てても、寝たきりになることはないものな……。ここに来るまでは赦してやるつもりだったのに、これでどうにも赦せなくなった」

「…………」

「たぶんおまえは本当に苦しかったんだろう。だが、僕をここに呼び付けてまで、その重荷を僕に肩代わりさせようとした。違うか？」

「…………」

「僕はいい奴だから、赦しを請こえば赦して貰もらえると思った……」

「あ……ああ……」

「甘い！」

　エドは一いつ喝かつした。

「甘い、甘い！　甘い!!　カイ・マサヒコ、超甘ァ!!」

「ううう……」

　土下座の格かつ好こうで顔だけ上げたまま、カイは大泣きに泣き始めた。

「ううう～」

「立つんだ」

　カイは言われるままに立ち上がった。

「泣くな」

　泪なみだを拭ふいた。

「赦さん。赦さんが、もういい。おまえのことは忘れる……。マチコは納なつ得とくずくでおまえの車に乗った。だからもういい。僕は赦さないが、マチコはたぶん、もう赦してる……」

「あああ……」

「体は、もういいのか？」

「事故の後遺症が、少し……」

「あれだけの事故を起こしたんだ。感謝しろよ。まあマチコも奇跡的に体だけは無傷だった……。おまえたちの神というのも、なかなか霊れい験げん灼あらたかじゃないか。見直したぞ……」

「…………」

「せっかく助かった命、大たい切せつにしろ！」

　エドは立ち上がった。後はもう、振り向きもしなかった。




「コングラチュレーション!!」

　盛大なファンファーレとともに薬くす玉だまが割られ、鳩はとが飛び出した。

「え～、御ご来らい賓ひんの皆々様……」

　司会進行の大役を仰おおせつかったケンが、珍しく緊張している。

「今日は御ご多た忙ぼうの中、我が岳がく父ふジャスティ・ウエキ・タイラーとその妻ユリコ・タイラーのゴールデン・ウェディング・パーティにわざわざ御ご足そく労ろう頂いただき、感謝の言葉もございません」

　招待客は、八万を超えた。準備期間も入れて全天候スタジアムを三日間も借り切り、それでも一度には入り切れない。

「義ち父ちもなんだかんだで半世紀、銀河を牛ぎゆう耳じって参まいりました。来年は喜き寿じゆを迎えます。で、ちょっと早いですが親戚やかつての仲間一同がこうして一堂に会する機会も滅めつ多たにないということで──まあなにぶん、私も含め皆多忙ということで──この際、喜寿の祝いも一緒にブヮ～ッとやってしまいましょうと相あい成なりました」

「フッ……ケンもまだまだじゃな」

　と、苦笑するタイラー。

「ブヮ～ッの言い方が、なっとらん。あそこはこう全身の力を下腹に込め、そこから一気に押し上げ、喜びを外に向けて爆発させるように言わねばならん」

「あなた。それは無理というものですわ」

　微笑むユリコ。

「銀河広しと雖いえども、あなたに匹ひつ敵てきするブヮ～ッの遣つかい手は、カツヤくらいですもの」

「甘い。ケンもこの僕の息子になったからには、精しよう進じんして貰わねば困る」

「そうですわね。ま、おいおいそうなっていくのでしょうけど……」

　そうなっても、別に何の特典もない。

「しかし、そのカツヤのブヮ～ッも、もう長いこと聞いていませんわね。寂しいですわ」

「今日も来ておらんのか？」

「ええ……。人ひと伝づてに、顔は出すと言って寄よ越こしたのですけど──」

「あいつがおらんと、やはり寂しいなあ……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。その分この子たちが、賑にぎやかにしてくれるって」

　そこへ二人の赤ん坊を抱かかえ、一人を背負い、さらに三台の乳母車を押しながら現れたノリカ。

「おお、おお！」

　たちまち眼めを細めるタイラー。

「しかし、全員男の子とはなあ……。どうせなら男三人、女三人ずつ、産み分けてくれればよかったのに──」

「そんな器用な真ま似ねが、出来るかっての！」

「世にも珍しい、一卵性の六つ子だなんてねえ……」

　とユリコ。

「そうよ。取り上げてくれたドクター・キタグチも、『ワシの長い医者としての人生の中でも、こんなことは空くう前ぜん絶ぜつ後ごじゃ！』と驚いていたわよ」

「まあとにかく、全員無事に生まれて何よりじゃ。保育器のお世話になった期間も、思いの外ほか短かったしな……」

「さ、ウーノ、アル、トゥリー、シロー、シンコ、ヘキサ、おじいちゃんに挨あい拶さつしな」

「随ずい分ぶんと、適当に名前を付けたものじゃのう……」

「まだ考えた方よ。保育器にいる間、こいつら一号二号って呼ばれてたもの……」

「どれも同じ顔で、区別が付かん……」

「その方がイラストの平田先生も描き分けしなくていいから楽でしょ」

「識別はどうする？」

「服にゼッケンでも縫ぬい付けとけば？」

「なるほど……」

「しかし一いつ遍ぺんに六人の子持ちとは、ケンもあの歳としで大変ね……」

「大丈夫。早くも、次は一人でいいから女の子が欲しいとか抜かしてるし……」

「さても身の程知らずな」

　やれやれとばかりにタイラー。

「まだこの上に苦労をしたいのか。女の子など、母親に似るに決まっておる！」

「そこまで断定するかフツー」

「する！　タイラー家はなんのかんのと言って、母系に牛ぎゆう耳じられておる」

「まあ……」

「確かに……」

　そこへ──、

「やあお義と父うさん。また賑にぎやかになりましたね」

　とシゲチヨ・ヤマモトが現れた。

「ほう。君もようやく元げん帥すいかね」

　と、タイラー。

「はい。遅咲きの栄光を嚙かみ締めております。妻さいの後任を引き継ぐことになりまして」

　と、敬礼しつつシゲチヨ。次の最高司令長官は彼という訳。

「ま、君でも務まる平和な時代になって本当によかった……」

「く～っ！」

　早くも就しゆう任にん前から窓まど際ぎわ司令長官の烙らく印いんを捺おされてしまった気の毒なシゲチヨ。

「しかし、これで私も、どうにか父に対して面目が立ちます。ヤマモト家の嫡ちやく男なんが元帥になれないとなると、先祖代々に顔向け出来ませんから……」

「難儀な家系だ。だがシゲチヨくん、忘れて貰っては困る。君はヤマモト家の正嫡であると同時に、いまやタイラー家の人間でもあるのだよ」

　老タイラーは婿むこの顔を見つつ、しみじみと言った。

「はい」

　頷くシゲチヨ。

「わかっております。そのタイラー家の人間としては、やはり気になるのは──」

「エドのことだね」

「はい。このような目め出で度たいお席で、こういう話題もなんですが……」

「構わんよ。エドは私にとっても可愛かわいい初孫だ。気にならんでどうする。ところで、他の孫たちは元気かね」

「はい」

　シゲチヨは言った。

「次男のカール・ハインツは大学院の応用物理学科に進みます。行くゆくは教授になりたいのだそうで……」

「タイラー家初の、博士の誕生か。それもよかろう」

「ま、そういうことです」

　と、肩までかかる苺いちご色の髪の毛をいじくりながら、未来の大物理学者カール・ハインツ・ヤマモト・タイラーはどこか他た人にん行ぎよう儀ぎに言うのだった。ルックスと頭脳では一族でもダントツの青年である。性格はエドとは正反対だ。つまりクールで、人当たりはよくない。

「ま、あんな兄を見ていると、いい反面教師になりますよ。僕は絶対、人生の勝者になってみせますからね、お祖じ父いさん……」

「はて？」

　老タイラーは首を傾かしげた。

「エドは、おまえの兄は、人生の敗者かな？」

「僕から見れば、立りつ派ぱな敗者ですよ」

　カール・ハインツは億おくせずに言った。不ふ遜そんな態度は誰に似たのだろう。

「幼おさない頃の夢に振り回されて、宇宙を駆けずり回って、全身傷だらけになって、揚げ句の果てに植物状態の恋人を抱え込んで、人生を棒に振ったじゃありませんか」

「おまえには、そう見えるのか、カール？」

「ええ」

「ふむ。まあ、それもよかろう。おまえはそういう物差しで生きるがいい。その中では成功するだろう……。私は……別に止めん」

「まあ、僕には反面教師は大勢いました。それだけは幸運でしたね。父や、お祖じ父いちゃんたちを見ていたから、軍人にだけはなるまいと思っていたし……」

「こら、カール！　お祖父ちゃんに失礼だぞ!!」

　脇から母親のキサラが怒ど鳴なったが、

「よい」

　と、タイラーは制した。

「言わせてやれ。こいつはいずれその自分の言葉を、自分で被かぶる……。その時になってあたふたさえしなければ、何を言ってもよい」

　カール・ハインツには最後まで、祖父の偉大さは理解出来なかったであろう。彼は後に、あのどんな物理の教科書にも必ず載のっている『ハインツの余よ弦げん定理』を発見することになるのだが、結局彼が銀河に遺のこした名前はその定理の中だけであった。

「おじいちゃん！」

「おめでとう!!」

「大好き！」

　続いてエドとカールの三人の妹たち──栗毛のマーガレット、赤毛のシャミー、そしてタンジェリン色の髪をもつマリコ──が飛び出して、タイラーに抱き付いた。それぞれ十八、十六、十五歳であり、いまや押しも押されもしない立派な銀河コギャル軍団を形成していた。

「おうおう……」

　目を細めるタイラー。

「金婚式に臍へそ出しルックとゴム抜きルーズソックスというのも、なかなかにおつなもんじゃのう……」

「そうなの！」

　とシャミーが言った。

「おじいちゃんが絶対喜ぶと思って……」

　祖父の嗜し好こうは、完かん璧ぺきに摑つかんでいる。

「またお小こ遣づかい、ちょうだいね」

　とマーガレット。

「親おや父じ、あんまりこいつらを甘やかすなよ」

　キサラがそっと耳打ちした。

「甘やかした覚えはないぞ」

　とタイラー。

「ただ、金額を書き込んでいない小切手帳を渡しただけじゃ」

「それを甘やかすと言う……」

「ふん。それしきの額の小遣いに潰つぶされるようでは、所しよ詮せんそこまでの人間であったということじゃわい」

　一生に一度は言ってみたい台詞せりふである。

「とにかくグランパパ、チョベリコング！」

　とマリコ。

「ふむ。チョベリコングときたか……ワシにもそれくらいのコギャル言葉はわかるぞ。超ベリー・コングラチュレーションということじゃな」

「さっすがおじいちゃん！」

「惑星連合宇宙軍の情報網を舐なめるでないわい」

　そう言ってタイラー、燕えん尾び服ふくのポケットから電卓ほどの大きさの機械を取り出す。

「見ろ、こんなこともあろうかと、軍情報部に命じて密ひそかに開発させておいたコギャル用語自動翻ほん訳やく装置『チョベリグ壱いち號ごう』じゃ！」

「わっ」

「なにそれ」

「要するに暗号解読機の応用じゃ。これ、シャミー」

　と、タイラーは目の中に入れても痛くない孫娘に目配せして、

「ちょっと喋しやべってみなさい、おまえがいつも使っている言葉でな」

「うん。何でもいい？」

「ああ。いつでもいいわい」

　と、『チョベリグ壱號』のスイッチを入れ、待たい機きモードにする。

「じゃ、言うよ」

　シャミーはやおら、機き関かん銃じゆうのようにまくしたて始めた。

「もう、サイッテー！　ヤマモトのおじいちゃんったらさー、レシーブレスな寒いギャグで超ホワイトキック。おまけにムカセンみたくセッキョーするばっかでマジムカ。レアにお小遣いくれたってマクれもしないしぃ。やっぱ同じグランパならジャスピーの方がイケててナイス！」

「ふむ……」

　と、タイラー。

「で、これを自動翻訳すると──」

『チョベリグ壱號』は抑よく揚ようのない人工ボイスで喋り始めた。

「最低でございます。ヤマモトのお祖父様は、受けない、上うわ滑すべりする話題で白けることこの上もございません。加えてさながら腹の立つ教師のように説教を下さるばかりで、真剣に腹が立つのでございます。ごく希まれにお小遣いをくださることがございましても、その金額ではマクドナルドに行くことも満足にかないません。やはり同じお祖父様であれば、ジャスティお祖父様の方が親しみ易やすくて望ましいことでございます……」

「面おも白しろ～い！」

　はしゃぐ三人娘。

「ふ～む。文意は大体通じるが、いまひとつ細こまかいニュアンスが出ておらんの……」

　と首を捻ひねるタイラー。

「まだまだ改良の余地がありそうじゃわい……」

「しょ～もない物を……」

　呆あきれるキサラ。

「言っちゃなんだが、あたしらの頃はまだしも『すくうるらいふ』にも風ふ情ぜいというものがあったわい!!」

「そのひがみってば、化石入ってるよ、ママ」

　所しよ詮せん何を言っても現げん役えきには勝てない。

「若さはいずれ、さらなる若さによって逆襲されるのじゃ……」

　しみじみ言う老タイラー。

「しかし、老人に若者を責める資格はない。何な故ぜならその老人も若い頃、当時の老人をそれと気付かず、さんざんにいたぶっておるからな。すべては順送りじゃよ」

「あたしゃまだまだ、そこまで達観したくね～」

　とキサラ。

「おまえの年頃が、いちばん辛つらい……」

　タイラーは言った。

「もう少しすれば、時の流れに逆らうことを止やめて、流れに身を任まかせる楽しさがわかってくる。それまでは、ま、せいぜいじたばたしてみるのもよかろう」

　そう言って、扇せん子すを広げた。

「ま、そんな訳で老いたのも若いのも、今日は無ぶ礼れい講こうで、ひとつブヮ～ッと派は手でにやろう！」

　主役であるタイラーを囲む、十と重え二は十た重えの人垣が、ざわめきとともに左右に割れたのはその時であった。

「エドだ」

「ジャスティ・エドワード・タイラー[image: ]世だ……」

　彼と面識のない人間にも、一目でそれとわかったのには理由があった。エドは車くるま椅い子すを押して、パーティ会場に現れたのである。車椅子の上には、ドレスアップした彼の婚約者が、眠ったままで──しかし、会場の誰よりも美しく──座すわっていた。

「じゃあ、あの美女が……」

「噂うわさの……」

　そんな人の波を、エドは颯さつ爽そうと無視した。彼の微笑はいつもと寸分変わらない。

「エド！」

　赤ん坊を抱いたノリカが駆け寄る。

「来たの!!」

「うん」

　ノリカを認めると、白い歯を見せるエド。

「一緒に来たよ。お祖父さんの金婚式とあれば、来ない訳にはいかないだろ」

「あなたはともかく、マチコさんは……」

　そう言って、車椅子のフィアンセを気き遣づかうノリカ。

「生命維持装置を外はずして、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「もう生命維持装置は、要いらないんだ」

　微笑ほほえみながらエドは言った。

「マチコは確実に恢かい復ふくしている」

「それはいいけれど……」

「ノリカはどう？」

　今度はエドが尋たずねる番だった。

「ケンとうまくやってる？」

「うん。喧けん嘩かもそこそこに……。ケンは絶妙のパートナーだね。あんたが彼を親友に選んだのもよくわかる……」

「それがちょっと会わない間に、六児の父だ。油断も隙すきもない」

「そうなのよ。一年足らずの間にうら若き美女を、子こ沢だく山さんの主婦に変えちゃったんだから……。悪魔ね」

　六児の母は言った。

「まさかこの歳としで、子供の数で母さんを追い越すとは思わなかったな……。あんたも頑張りなよ」

「ありがとう」

「おお、エド！　よく来た!!」

　喜き色しよく満まん面めんのタイラー。

「まさか一緒に来てくれるとは思わなかったぞ!!　おお、これがマチコさんか。なるほど、若い頃のユリコを彷ほう彿ふつとさせる美人じゃわい！」

「御ご無ぶ沙さ汰たしております、お祖父様……」

　エドは恭うやうやしく挨あい拶さつした。

「その節は大変な御迷惑と、ひとかたならぬ御心配をお掛け致しました」

「なに、生きて、こうして元気に戻って来ればいいわい！　しかも、こんな綺き麗れいな女ひ性とを連れて来るとは、でかした!!」

「マチコが挨拶出来るとよかったのですが……」

「なんの。じきに出来るようになるわい。その日を楽しみに、待つとしよう」

「ありがとうございます……」

「入籍は、済ませたのか？」

「はい。一年前……」

「そうか。ではマチコさんは立りつ派ぱな、タイラー家の一員じゃな」

「はい」

　心から嬉うれしそうに、エドは言った。

「マチコ・バッハ・タイラーです」

「いや、違うな」

　とタイラーは人差し指を顔の前で振りながら言った。

「マチコ・バッハ・カヤマ・タイラーじゃ……」

「え──？」

「親父、いいのか!?」

　キサラが仰ぎよう天てんした。

「カヤマというのは、ヤーヴェの、銀河一の極ごく悪あく人にんの姓せいだぜ。その姓を持つ者を、タイラー家の一員に加えるなんて……」

「相応ふさわしくないと言いたいか？」

　タイラーは一瞬、キサラを見た。

「あ、いや……。あたしはいいけど、世間が──」

「いつから世間を気にするようになった。おまえ？」

「あ、いや……へへ……」

「タイラー家の風格など、ここ数十年のものでしかないわい」

　とタイラー。

「そのよい例が、このワシ……。五十年前は、単なる風ふう来らい坊ぼうじゃった。もとより超人的に運がよいだけで、大した人物ではない！　今でもそうじゃ」

「それは言えてる……」

　しみじみ頷く、ノリカ。

「よいか」

　念を押すように、さらに言う。

「カヤマとは、ブラック・セラフィムの教祖の姓に非あらず！　このワシ……いや、僕の、学生時代からの大親友の姓だ」

「じ～ん……」

　心の感動を、思わず声にする一同。

「お祖父ちゃん……」

　エドはぽろぽろと、大粒の泪なみだをこぼした。

「やっぱりお祖父ちゃんは、誰が何と言おうと大人物だよ……」

「さてと──」

　タイラーは自みずからシャンパンの栓を抜き、

「ますます賑やかになったところで、ひとつ盛大に──」

「くゎっか─────────ッ!!」

　そこへ狼ろう狽ばいした、老人の声。

「えらいことになりましたぞ～ッ！」

「あの声は……」

　と、振り向くエド。妙みように懐かしい。それもそのはず、その声の主は、彼のもう一人の祖父であったからだ。

「ヤマジジ……」

　と、シャミーがマリコを見て、眉まゆをしかめた。

「相変わらずチョベリバなタイミング……」

「マジサイテー！」

「大変ですぞ、閣かつ下か！」

　そろそろ八十の声を聞こうかというマコト・ヤマモト退役元帥は声を渇からし、転まろぶように駆けて来た。その慌あわてふためき様ようは若い頃と寸分違わない。ただ、呼吸を整えるのに必要な時間が、十倍ほどかかるようになっただけだ。

「父さん……」

　思わず焦あせるシゲチヨ。

「何かあったのですか？」

「セイゼイ……ハッハッ……。大変じゃ……シゲチヨ……おま……え……の、ゼエゼエ、ハアハア……司令……長官就任……初仕事……ウッ、ゲホッ、ゲホッ！」

「大丈夫かね、ヤマモトくん」

　心配そうに声をかけるタイラー。

「もう無理の利きかん歳としなんだから、そんなに走らなくても……」

「な、なんの……」

　ようやく呼吸の整ってきたヤマモト。

「こんな時のために、剣道で体を鍛きたえて……おります故ゆえ……なんの……これしき……」

「冷汗かいとるよ」

　心から心配そうにタイラー。

「僕と違って血圧も高い、不整脈もある。少なくともストレスは僕の一千万倍は溜たまっていると見た」

「そうよ、おじいちゃん」

　マーガレットが言った。

「部下に任まかせてりゃいいのに、年とし甲が斐いもなく走り回ってばっかりいるから、いまだにジャスティおじいちゃんのパシリなんて陰口叩たたかれるんだよ」

「そうそう」

　とシャミー。

「ヤマモト～、パン買って来いよ～、なんちて……」

「ええい！　黙れ!!」

　叫ぶヤマモト。これでまた血圧が、三十は上がった。

「おまえら小娘に言われとうはない!!　なんじゃ、そのはしたない臍の出た格好と、だらしなくたるんだソックスは！　それでも軍人の孫かッ!!　嘆なげかわしい！」

「激マジムカ～」

「美しい銀河標準語を喋れ!!」

「超ホワイトキック……」

「何を言っておるのか……」

　ヤマモトには到底コギャル語など理解出来ない。

「とにかく、うっ、ゲホッ、ゲホッ！」

「ほら、言わんこっちゃない……」

　とタイラー。

「はい、おじいちゃん、お水」

　シャミーがさっと、グラスを差し出す。

「お、おお……これは有り難い」

　途と端たんに柔にゆう和わな表情になるヤマモト翁おう。若い頃から喜き怒ど哀あい楽らくの激しい性格だったが、歳をとってその傾向には、ますます拍車がかかったのである。

「おまえたち、なんのかんのと言っても、優しいところもあるではないか……」

　思わず泪ぐむ。

「さすがはこのマコト・ヤマモトの孫……」

「ざっけんじゃねえよ……」

　小声で言うマリコ。

「それ言うならジャスティ・ウエキ・タイラーの孫だろが……」

「シ～ッ、シカトシカト……」

　囁ささやくマーガレット。

「ここからだよ、面おも白しろいのは……」

「では有り難く……」

　グラスの水を一気飲みしたヤマモトは、その場に昏こん倒とうした。

「あっ、いっけな～い!!」

　と、わざとらしく叫ぶシャミー。

「これ、水じゃなくてウォッカだった。間ま違ちがえチッタヨ」

「うががががが……」

　悶もん絶ぜつするヤマモト（よい子の皆さんは、決して真ま似ねをしないでください）。

「おまえら～」

　呆あきれ果てるエド。

「わざとやったな……」

「トーゼン」

　平然と言うマーガレット。

「人徳の差ってやつよね～」

「おい、エド」

　顔がん面めん蒼そう白はくになったケンが囁いた。

「おまえの妹たち、やることが随ずい分ぶんと過激だな」
















「なに他人事みたいに言ってる」

　エドはそんなケンの認識を、改めてやった。

「義理とはいえ、おまえの姪めいっ子だぞ、いまや……」

「あうち……」

「そ、あたしら超過激……」

「なんせ、ラアルゴン入ってるからね」

「イケてます！」

「こら、小娘ども、またやったね！」

　その時現れたのはヤマモトの妻、つまりエドや三人娘にとっては祖母に当たり、シゲチヨには母親であるかつての女海かい賊ぞく、シア・ハス。こちらは正真正銘、老いてますます盛んである。

「旦だん那なに代わっておしおきだよ！」

「きゃ～、メンゴ～!!」

「ごめんなさ～い！　シアおばあちゃん」

「もうしませ～ん」

「なんて言いつつ、またやるんだよ、おまえらは……」

　キャーキャー叫びながら逃げ回る三人娘。喜き々きとしてそれを追い掛け回すシア。誠まことに微笑ほほえましい光景である。

「なるほど……確かにラアルゴン入ってますな……」

　と、紙のような顔色でケン。

「さすがの三姉妹あいつらも、親戚中でシア婆ちゃんにだけは一いち目もく置いている」

　と、エドは言った。

「ああ見えて、ある意味ではジャスティ祖父ちゃんよりも尊敬しているんだ。見ろよ、逃げ回りながらあの楽しそうな表か情お……。シア婆ちゃんもあいつらのことを、目の中に入れても痛くないほど可愛かわいがってる。いい遊び相手さ」

「なるほど」

「はて、それはよいが──」

　元帥の礼装のまま、担たん架かで運ばれたヤマモトを見送りながらタイラー老は首を傾かしげた。

「ヤマモトくんが伝えたかった一大事とは、一体何であったのか？」

「ご報告申し上げます、閣下……」

　そこへ現れたのは懐かしいかつての副官、ヤスダ退役准将。さっと敬礼するその姿は、老いてなお矍かく鑠しやくといったところ──。

「おお、ヤスダではないか……。元気そうでなにより」

「閣下こそ。しかし、ゆっくり再会を慶よろこぶ時間もなさそうですぞ」

　そう言ってジェット・シン・ヤスダは緊急電文を読み上げ始めた。

「ブラック・セラフィムの残党が、アスラからハリジアへ向かう長距離定期宇宙船をスペースジャックしました」

「人ひと質じちは？」

「乗員乗客合計、約七百名です」

　淡たん々たんと語るヤスダ。

「彼らの要求は？」

「ブラック・セラフィムの元信者全員の釈しやく放ほうです。要求が容いれられない時は、人質を順番に『浄化』していくそうです」

「主犯格は？」

「わかりません。ただ、せいぜい中級幹部クラスでしょう。主だった連中は、大体捕つかまえましたからね」

「雑ざ魚こほど追い詰められれば怖い……」

　とタイラー。

「締めている大幹部がいないから、ちょっとしたことで暴走し易いしな……」

「さすがです、閣下」

「君もだよ。相変わらず要を得た端的な報告、見事だ」

「恐れ入ります」

「さて、こうなるとヤマモトの祖父ちゃんは惨みじめだぞ……」

　とエド。

「ホント、何しに出て来たんだか……」

　とケン。

「しかし、ちょっとえらいことになったな」

「なんの、楽しそうなの間ま違ちがいでしょ」

「嬉うれしそうだぞ、ケン」

「まあね。フヨウグループの会長稼か業ぎようと、家に戻れば子こ沢だく山さんのパパという生活に、ちょっと退屈していたところさ」

「ちょっと、それはこっちの台詞せりふよ」

　当然、ノリカにも口出しする権利はある。

「退屈な主婦としての鬱うつ憤ぷんを、この際まとめて晴らしたる！」

「ほうほう……。またぞろ賑やかになってきましたね」

　とエド。

「無責任カルテットで鳴らした頃を、思い出すよ」

「さて、困ったぞ」

　困こん惑わくした表情で言ったのは老タイラーである。

「さっそく鎮ちん圧あつに向かわせねばなるまいが、さて誰を遣やったものか……」

　適当な人材がいなくて困っているのではない。その逆なのだ。誰もがこの二年余りの平へい穏おんで退屈な時間に、うずうずしていたのである。

　現に──。

　タイラーがその素そ振ぶりを見せただけで、パーティ会場にいたほぼ全員の眼めが、一いつ斉せいに彼を見た。

　どの眼も、

『その仕事は、自分に、自分に！』

　と、訴え掛けるようにギラギラしている。

「色々と、候補は考えられるが……」

　と、タイラーは熟慮したが、

『やはり、ここは彼か……』

　と、白羽の矢は娘むすめ婿むこに立てた。

「シゲチヨくん。おっと、タイラー元帥……」

　タイラーの姓を持つ元帥は、彼が三人目である。

「はい」

　冷静に頷くシゲチヨ。

「君の惑星連合宇宙軍最高司令長官としての初仕事、こんな事後処理のつまらん暴動で済まないが──」

「なんの！」

　シゲチヨ・ハス・ヤマモト・タイラー元帥は微笑んで言った。

「そういう地味な仕事こそ、私の職分と心得ております」

「父さんか……」

　と、呟つぶやくエド。

「ま、適任だろうな。父さんは派手さこそないが、堅実で有能な指揮官だ。苦労人だし……。人質の命を最優先に、うまくやるだろう」

「しかし、結構損な役回りとも言えるな」

　とケン。

「もし取引きが拗こじれて、人質に大量の犠牲者が出たら、真っ先に責任を問われる」

「義に兄いさん、昔から星回り悪いから……」

　とノリカ。

「まだ、姉貴の方がよかったかな？」

「対策本部長が母さんなら、ジャッカーたちは一人も生きて刑務所には入れない」

　断言するエド。

「ま、人質にも少なからぬ犠牲者は出るかも知れないが……」

「そういう意味では、犯人グループに対してさえ人命最優先のこの人選は、妥だ当とうなところかな……」

「ああ」

「とにかく、頼んだよ」

　と、シゲチヨの肩を叩たたくタイラー。

「はい。誠心誠意、犯人グループを説得して──」

「ちょおっと待ったァ────────ッ!!」

　会場中の全員を振り向かせる声が、アリーナに響き渡った。

「その仕事、俺が貰った！」

　電光掲示板から、声の主はグラウンドに飛び下りた。

「ブラック・セラフィムが相手なら、俺の仕事だぜ!!」

「あ──！」

　ノリカが小さく叫んだ。

「兄貴……」

「え……!?」

　ケンでさえ、我が目を疑った。

「あれが……カツヤ……」

「まるで別人だ」

　とエド。

「でも、あれは兄貴よ。確かにそうよ……」

　バックパッカーの格かつ好こうをしたその若者は、髪も髭ひげも伸び放題、まるで自みずからが新興宗教の教祖と見み紛まごうばかりであった。

　彼が歩くと人垣がモーゼの十戒状態に割れたが、それは彼の放つ威に圧せられたせいばかりではない。とにかく、猛烈に臭くさかったのだ。

「カツヤか……」

　と、老タイラーは目を瞠みはった。

「カツヤなのか……」

「待たせたな、親父！」

　と、カツヤ・ウエキ・タイラー・ジュニアは父親の前に立った。

「惑星インディベッドの山奥で、修行してきたぜ」

「悟さとりは開けたか？」

　と、微笑みながら息子を見上げるタイラー。

「ふた回りほど、大きく見えるが……」

「開けねえ……。だが、ふっ切れた」

　なんともいい笑顔で、カツヤは言った。

「番長復活よ」

「よかろう」

　頷うなずくタイラー。

「任せよう。だがその前に、取り敢あえず風ふ呂ろ入って歯磨みがいて、髭ひげを剃それ。とにかく着替えろ……臭におう」
















「番長！」

「銀河一!!」

　その場にいた全員が、番長の帰還に快かい哉さいを叫んだ。だがさすがに、彼と肩を抱き合って再会の歓よろこびを分かち合おうという者は……極ごく々ごく少なかった。










　第三章　過去にこだわるのは何な故ぜですか




「いいですか」

　と、念を押すかのようにタツオ・フクシマ検事正は言った。

「これは、特例中の特例なんです。本来なら、彼には面会も含めて一いつ切さいの外部からの接触は赦ゆるされていないのです。例外は、弁護士、それも担当の官選弁護人だけなんです。なにしろ、第一級の特別犯なのですから──」

「わかってるよ」

　と、髪と髭ひげを剃そってさっぱりとしたカツヤ・タイラーは、まどろっこしそうに言った。

「特別許可は下おりたんだ。つべこべ言うな」

「あなたがエドさんの叔お父じでなかったら、殴なぐってやるところです」

　フクシマ検事は言った。

「こんな横車が、赦されるなんて──。これは法治国家、惑星連合に対する挑戦だ」

「悪い前例を作っちまって、すまんね」

　カツヤは笑っていた。もうすっかり、以前の彼に戻った感じだ。

「だけど、この横紙破り、必ず宇宙をよくする方向に持っていってみせる」

「ふふ……、噂うわさに違たがわず大した自信だ」

「それだけが、取とり柄えでね」

　とカツヤ。

「で、一体どうすれば、あの頭のお固い上の連中を籠ろう絡らく出来たんです？」

「ああ、それは、これさ」

　そう言って、カツヤは自分の掌てのひらを見せた。

「こいつでオッケーだった」

「掌が、なんで？」

「色しき紙しに俺の手形を捺おしてやったのさ」

「色紙？　書類じゃなく？」

「ああ。銀河を救った赤色巨星番長の手形だぞ。皆喜んで、額に飾るだろうな。ま、なんやかんやで三百枚も捺したかな？」

「そんな、横綱じゃあるまいし……」

　呆あきれるフクシマ。

「そんなことで、特例を認めてもよいものか……」

「怒りが込み上げてきたかい？」

「ああ。だが、それはそれとして、後で私にも一枚……。ついでにサインも──」

　職務を離れた個人としては、フクシマ検事もカツヤのファンらしい。

「しょうがねえなあ……。じゃ、取り敢あえずサインだけでも──」

　と、カツヤはポケットからサインペンを取り出した。

「これは『特別』だよ。収拾付かなくなるから、皆には内緒でね」

　そう言って、フクシマの背広のポケットからさっと手帳を引き抜いた。スリと言っても通用しそうな、電光石火の早はや業わざである。

「あ、それは検察手帳……」

「いいじゃないか。記念にはなるよ」

　そう言ってスラスラとペンを走らせるカツヤ。

「ついでだ、イラストもサービスしといたぜ」

「う──!!」

　戻って来た検察手帳には、サインとともに大きく『へのへのもへじ』が描き込まれていた。

『も、こいつが何かしてしょっぴかれたら、微罪でも絶対送検書類受理したる……。尾お鰭ひれ付けて』

「さてと、特等刑務所の面会室とやらに乗り込むかあ！」

　高笑いしつつ、下げ駄た音も高く──そう、彼は例の弊へい衣い破は帽ぼうに下駄履ばきだった。それも、ご丁てい寧ねいに腰には手て拭ぬぐいという基本に忠実なスタイルで──刑務所の廊ろう下かをカランコロンと闊かつ歩ぽするカツヤ。

「♪人を殺やるのが、軍人なぁらぁ～ばァ～……とくらぁ」

「こらっ、刑務所の廊下で高こう歌か放ほう吟ぎんしてはならんッ！」

　見かねた看かん守しゆが咎とがめれば、

「だったら『歌うな』と、紙にでも書いて貼はっとけ！」

　と、すかさず反撃する。

「そ、そんなものは常識以前の問題だッ!!」

　普通、刑務所で歌をがなる奴はいない。

「ふ──」

　そんなカツヤの背中を見送りながら、安あん堵どしたかのようにケンは言った。

「カツヤもすっかり、元通りだな」

「どうかしら……」

　一いち抹まつの不安を隠せないのは、ノリカである。

「兄貴、まだ完全にはフランソワーズの死を乗り越えられてはいないみたい……。なんだか、無理して明るく振る舞っているみたいで、なんか痛々しい……」

「ああ。でも、努めて明るく振る舞おうとしているだけでも、大した立ち直りだ。一年前の彼は、廃人同然だった」

「それはそうなんだけどね……。なんか一撃で粉砕されちゃいそうな、危あやうい、脆もろい明るさなんだなあ……。もう一いつ遍ぺん壊れたら、今度はおそらく二度とは立ち直れない。そんな気がする……」

「それでもカツヤは、敢えて笑顔で、挑戦しようとしている。彼もここが正念場だと、知っているのさ。知っていて自分に賭かけている。だからせめて僕らで、バックアップしてやろう」

「そうね……」

　とノリカ。

「こんな時こそ、周りも気丈にならなきゃいけないのかも……」

　そう言って、ノリカはそっと呟つぶやいた。

「フランソワーズさん、お願いよ。カツヤを見守っていてあげて……」




「そうしていると、まるで別人だな」

　と、カツヤは言った。

「え、ここでは模範囚なんだって？　キムタークさんよ」

「いいから……」

　と、努めて抑えた口調でラヤ・キムタークは言った。ロンゲをショートカットにし、藍あい染めの囚人服を着た彼は、その外見だけでは到底前科を窺うかがい知ることも出来ない。

「さっさと本題に入れ。カツヤ・タイラー」

　そう言いつつも、巧みに視線を合わせようとはしない。

「おまえもそれほど暇ではないはずだ、カツヤ・タイラー」

「そう。休んでいたツケが溜たまって溜って……」

　苦笑いするカツヤ。

「ま、二年ほど休暇を取ったおかげで、休養は充分ってとこだ」

「それは羨うらやましい限りだ」

　と自じ嘲ちようするキムターク。

「俺は死ぬまで、ここで休養するしかない……」

「そうでもないぞ」

　とカツヤは切り出した。

「おまえさえその気になれば、すぐにもここから出られるんだ」

「出たいとは思わんね」

　とキムターク。

「今の俺は、外界に何の興味もない。いや、現世にはないと言うべきか……」

「でも生きている」

　と、カツヤは突っ込んだ。

「現世に興味がないなら、とっとと自殺でも何でもすればいいだろうに」

「生あい憎にくとブラック・セラフィムの教義では、自殺を固く戒いましめているのでな……」

「ほう。するとおまえは、まだ信者なんだ」

「いや。俺としては、もうあの教えには何の意味も見出してはいない。ただ、各刑務所や少年院に今も服ふく役えき中の信者たち、刑期を終えた信者たちは、俺の死を知れば大量に後追いしそうなのでな。それには忍びない……。だから未いまだに、死ねずにいるというのが正しい」

「へえ……。そいつはまた、随ずい分ぶんと大した自信だねえ……。後追いされると困る？　なんだか自慢話を聞かされているようで、だんだん腹が立ってきたぞ」

「喧けん嘩かを売りに来たのか？」

「俺もそれほど暇じゃねえ。ただ、事と次第によっちゃ売りも買いもする」

「終身刑の俺が、ここから出られる？　何か超法規的な事態でも起きたか？」

「さすがに鋭いな」

　とカツヤ。

「おまえら服役中の信者を、全員釈しやく放ほうしろとかいう馬ば鹿かが現れた」

「ふむ……やはりそういうことか」

　キムタークは些いささかの動揺も、色めき立つ様よう子すも見せなかった。おくびにも出さない。

「ようやくという感じだな」

「で、俺としてはまず手始めに、連中の要求を吞のんで、おまえを釈放してやろうかと思っている」

「無た償だでとは、言うまい？」

　キムタークは嗤わらって、

「おまえのことだ」

　と初めてカツヤとまともに視線を合わせた。

「言ってみろ。ま、言わなくても大体はわかる」

「連中を、説得して貰もらいたい」

　と、単刀直入にカツヤは言った。

「おまえでなければ、駄だ目めなんだ。いまや生きている人間で、ブラック・セラフィムのナンバー・ワンはおまえだからな」

「おまえが俺に、ものを頼む!?」

　さも心外そうに、キムタークはカッと目を見開いた。

「カッツを殺したおまえが!?」

「仕方ないだろう……」

　とカツヤは下を向いて言った。

「カッツは俺から、フランソワーズを奪った……」

「それであいこに出来ると思うか？」

「それぞれの中で価値観は違うと思うが……そのことはそれ、措おくしかない。それを抜きにして、こうして頼んでいる」

　そう言ってカツヤは、

「頼む……」

　と頭を下げた。

「これ以上、無む駄だな血を流したくない」

「わからぬではない……」

　とキムタークは腕組みした。

「だが、俺の中でさえ結論は出ていないのだ。二つの心が、俺の中で葛かつ藤とうしている。どちらが克かつのかは、正直自分でも皆かい目もくわからん」

「すぐに結論を出せとは言わない。だが、事態は火か急きゆうを要する……」

「で、その話に乗れば、俺はどうなる。減刑か？」

「それは間ま違ちがいない。場合によれば、その場で無罪放免という司法取引だって成り立つ」

「俺に説得しろと言うからには、当然そちらもリスクを背負うことになるぞ。連中を説得するふりをして、彼らと合流、逃とう亡ぼうしてしまうかも知れない」

「それも勘かん定じように入ってる。一いつ旦たん釈放されたからには、後はどうしようとおまえの自由だ。むしろ俺の口約束を信用しない方がいいかも知れない」

「おまえはともかく……警察や軍の言うことは信用出来ないな」

「当然だ」

「むしろこの塀へいの中にいるより、俺の命は危ないかも知れない。おまえにも内緒で、こっそりと狙そ撃げき班を配置しておく……というくらいのことは、ありそうだ」

「かも知れない。俺にもそこまでのことは……正直に言おう、約束出来ない。この俺の信義に悖もとると言ったところで、俺にも内緒で事を進められてしまえば、それまでのことだ」

「いいだろう。俺もそれ以上のことは、期待していない。ただ、おまえにその気がないことを確かめられれば、それでいい……」

「じゃあ……」

「いいだろう」

　と、キムタークは頷うなずいた。

「そこまであけすけに言ってくれた、おまえの顔を立てよう。過去を水に流すことなど出来そうもないが、それでも無駄な血を流したくないということでは、俺とて同感だ」

「ありがとう、キムターク……」

「礼など要いらん！」

　キムタークにそう叫ばせたのは、彼の矜きよう恃じだろうか。それとも──？

「貴き様さまに礼など、言われたくもない!!」

「俺もおまえに頭など下げたくないが、人ひと質じちに代わってな……」

「事件が全すべて解決してから、改めて聞いてやる」

「その時おまえは、もういないかも知れないじゃないか。俺だって、生きているかどうか……」

「ほう、カツヤ。死ぬ気か？」

「成り行き次第ではな……」

「では俺も、それなりの覚悟で臨のぞむとしよう」

「そうしてくれ。だが、無む闇やみと命を粗末にはするなよ。俺はおまえが捨て鉢になるのではないかと、それだけが心配なんだ……」

「心配するな」

　キムタークは微笑ほほえみ、そして言った。

「今の俺にとって死とは、またカッツに逢あえる。それだけのことなのだ」




「カツヤがまた、元気になったよ」

　と、自みずからの手でマチコの髪の毛を梳すいてやりながら、エドは語りかけた。

「こういう言い方は不ふ謹きん慎しんかも知れないが、そういう意味では犯人グループに感謝しないといけないな。あの元気な姿がまた見られただけでも、僕は嬉うれしいよ。あとは──」

　不意に衝つき動かされたかのように、背後からぎゅっと、マチコを抱き締める。

「君だ！」

　マチコの鼓動が、聞こえる。

「君と、歩きたい。それだけなんだ!!　一緒に買物をしよう。旅行にも行きたい。子供に囲まれて、お互いの皺しわの数を、数えよう。それが駄目なら、一緒に老人ホームに入って、思い出話をするだけでもいい。それって、贅ぜい沢たくじゃ、ないだろ」

　そう言ってエドは、さめざめと泣いた。




「こうして、手錠でお互いを繫つないでしまうと……」

　と、カツヤは笑いながら言った。

「どう見ても、俺の方が犯人にしか見えねえな」

「しかも、あまり賢かしこそうな犯人には見えない」

　と、彼と手錠で繫がれたキムタークはずけずけ言った。

「せいぜいがコンビニの、押し込み強ごう盗とうといったところだ。おまけに、店員にあっさりと捩ねじ伏せられた、間抜けな犯人だな」

「言ってろよ」

　とカツヤ。

「しかし、二人一緒の方が何かと監視し易やすいとはいえ、誰がこんな馬鹿なことを考え付いたのかな？」

「おまえではないのか、カツヤ」

　意外そうにカツヤを見るキムターク。

「宇宙にこんなくだらんことを思い付くのは、おまえしかいないと思っていたが──」

「言ってなさい……」

「それはね」

　と、ノリカが囁ささやいた。

「父さんよ」

「親おや父じがァ～!!」

　あんぐりと口を開くカツヤ。

「ったく……傍はた迷惑なことを──」

「そうかなあ。あたしは名案だと思うけど……。少なくともここ数年の父さんの発案の中では、最大のヒットよ」

「なるほど……」

　さもありなんと頷く、キムターク。

「馬鹿は遺伝するのか」

「く～っ！」

「さて、番長」

　そこへ現れたのは、ドミトリー・ハイフェッツ。

「またあなたをサポートすることが出来て、嬉しいですよ」

「よう、ハイフェッツ。いつぞやは偉そうに、説教垂たれてくれたなあ……」

　ばつが悪そうにカツヤは言った。

「あの時の借りは、あとでまとめて返してやる」

「私もそうなることを望んでますよ。取り敢えず……」

　そう言って、自みずからのジャケットを脱いだ。

「これは私からの、細ささやかな復活祝いです」

　そう言ってそのジャケットを、手錠が見えないようにカツヤとキムタークとの間に掛けた。

「やめろ！　洒落しやれにならん……」

　さらにカツヤとしては、もうひとつ腑ふに落ちないことがある。

「どうしてキムタークの手錠に繫がれた手が左手で、俺が右手なんだよ!!」

　結果として利きき腕を殺された格かつ好こうになり、不便なことこの上もない。

「普通、利き腕を繫ぐのは犯人と相場は決まってるだろ!?」

「それも仕方がないんですよ」

　と、ドミトリーが説明した。

「いざという時、キムタークは右手が使えるようにとの配慮です。何しろ、彼は犯人グループを説得するという大仕事があります。字も書けないとまずいだろうということで……」

「絶対納得いかね～!!」

「すまん」

　と、右手で拝おがむキムターク。

「耐えてくれ。私も危険を承知で出て来た」

「手錠の鍵かぎは、私が預かっておきます」

　とドミトリー。

「必要と思われる時には、私の裁量で電子ロックを解除致しますので、御心配なく……」

「今が必要な時だと思うけどな……」

「あ、それから──」

　ノリカが思い出したように言った。

「父さんが、これを持って行けって……」

　そう言って、電卓ほどの大きさのそれをバッグから取り出した。

「改良が間に合って、よかったとか言ってたわよ」

「なんだ、それは？」

「コギャル用語自動翻ほん訳やく装置『チョベリバ弐に號ごう』だって」

「またそんなどうでもいい物を……」

「とにかく持って行けって。これが餞せん別べつだからって……」

　そう言ってノリカは無理やりに、『チョベリバ弐號』をカツヤのポケットに滑すべり込ませた。

「あ～あ、こんな物持って、死にたかねえ……」

「そろそろ出発しますよ」

　と、犯人護送車の扉とびらを開きながら、特別隊員に選せん抜ばつされた刑事が言った。さすがに事態が事態だけあって、特別編成班は軍、警察、それに連邦政府の合同であった。それぞれに選えり抜きの隊員が揃そろっている。

「しかもだ……」

　カツヤのぼやきは、さらに続く。

「何が哀かなしゅうて、こんな金網の付いたクルマに乗らなきゃなんね～!!」

「済まんな」

　とキムターク。

「苦労をかける」

「かけられまくりでい!!」

「苦労ついでに、もうひとつ……」

　と、キムターク。

「その……トイレに行きたいのだが……」

「へ～え。おまえでもトイレに行くの」

　さも意外そうにキムタークをじろじろと見る、カツヤ。

「何を見ている？」

「いや……、おまえはてっきりしないのかと思って……」

「私も人間だ」

「ブラック・セラフィムなら、我が慢まんしろ！」

「天使にも不可能は……ある」

　不本意そうにキムターク。

「しゃあねえなあ……」

　と、カツヤ。

「おいハイフェッツ少将、そういうことだ。キムタークの手錠を、解いてやれ」

　だが──、

「駄目です」

　と、すげなく首を振るドミトリー。

「許可出来ません」

「さっき必要に応じて、手錠は解除すると言ったじゃないか！」

「それは緊急の場合だけです」

「だから緊急だよ!!」

「トイレは緊急とは申せません！」

「何、この石頭!!」

「緊急とは、いずれかの命に関わると判断された場合のみです」

「じゃあ、これからずっと……」

　それまで比較的寛容だったカツヤの表情が、さっと蒼あおざめた。

　恐るおそる、キムタークを見る。

「どちらかが催もよおす度たびに、トイレも一緒に……」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　と、ドミトリーは必死で笑いを堪こらえながら言った。

「二人きりには、させません。常に厳重な監視付きですから──」

「よけい悪いわい！」

「それから……」

　と、さらに続きがあった。

「寝食も、一緒です」

「うげげ！」

「もういい、カツヤ……」

　と、相当に我が慢まんに我慢を重ねた表情で、キムタークは言った。

「私は……構わぬ」

「こっちは構うんだけどなあ……」

　嫌々、本当にいやいや、『お付き合い』するカツヤ。

「どうだ、すっきりしたか……」

「ああ、おかげさまで生き返った……」

　とキムターク。

「しかし……」

　と、カツヤは言った。

「隣となりでこう、音だけ聞いていても生々しいな」

　小さい方は音だけだからまだいい。大きい方には臭においも付く。

「プライバシーもなにも、あったもんじゃねえな。これは基本的人権すら、無視してるんじゃねえか？」

　などと言いつつ、

「なんか、おまえがしている音を聞いていると、こっちまで催してきやがったい」

　連れション理論である。

「遠慮するな。出せる時に出しておけ。お互い恥ずかしい思いは、少ない方がいいだろう……」

「それもそうだな。じゃ、遠慮なく……」

　と、チャックを下ろすカツヤ。

　が、ここに意外な陥おとし穽あながあった。

「散らすなよ！」

　と、激げき怒どするキムターク。

「掛かったぞ!!」

「仕方ねえだろ！」

　とカツヤ。

「おまえはまだ右手を添えられるからいい!!　俺は左手なんだぞ！」

「関係ない。それに、最後に振るのは下品だ」

「そんなことまで、赤の他人のてめえに言われたかねえ!!　それに、俺は目を瞑つむっていたのに、てめえはしっかり見ていやがったな！」

「身に掛かる火の粉……いや、『水滴』は払わねばならぬ……。見たくて見た訳ではない。意外に小さいので驚いたが……」

「大きけりゃいいってもんじゃねえ！　それに、てめえはどれだけ立りつ派ぱか知らねえが、小便より他に遣つかい途みちがねえだうが！」

「貴様のような品性下劣な奴を生しよう涯がいの好敵手ライバルだと思っていた自分を絞しめ殺したい気分だ……」

　軽蔑し切った眸めでカツヤを見下すキムターク。

「カッツを殺した貴様に小便を掛けられると、無性に腹が立つ……」

「悪かったな……」

「ああ、悪い！　貴様は最低の奴だ。おい、何ど処こへ行く!?」

「何処へって……。終わったから出る」

「出るだと!?　貴様はトイレに行っても手を洗わんのか!?」

　信じられないものを見るような目付きで、キムターク。

「そうだよ。面めん倒どう臭くせえし、それに長いこと山籠ごもりを続けているとな、そんな些さ細さいなことはどうでもよくなってくるんだ」

「どうでもよくはないッ!!」

　と、キムターク。

「洗わんかッ！」

「俺に命令するなよ、囚人のくせに……」

「囚人にも自らの潔けつ癖ぺきを守る権利がある！　とにかく、一緒の間は清潔を保って貰うからな」

「はいはい……」

　二人が手を洗って外に出て来ると、既に警備陣と報道陣が十と重え二は十た重えの人垣を作っていた。

「えらい人気だな……」

　とカツヤ。

「さすが、赤色巨星番長の人気は、健在だ」

「何を言っているのだ」

　冷笑を浮かべつつ、キムターク。

「あれは大半、俺を一目見ようと来ているのだ。ま、一パーセントくらいは、おまえのファンかな……」

「馬鹿野郎！　ほとんど俺目当てよ!!」

「二人とも……」

　ノリカが呆あきれた。

「そんなとこで張り合ってどうするのよ……」

「とにかくこいつだけには──」

「死んでも負けん！」

　ムードは険悪だが、妙みように波長はシンクロしている。

「これならまあ、手錠に繫がれてても大丈夫ね」

　と、安あん堵どするノリカ。

「ひょっとして、愛が芽生えたりして……」

「ない!!」

　二人の声は期せずして、見事にハモった。

　しかし、それなりにほのぼのとしていたムードを破る出来事が、その直後に起こった。

「人殺し！」

　と叫ぶなり、一人の若い女性が報道陣の列から飛び出したのだ。

　制止する間もなかった。

　彼女の投じた石が、キムタークの眉み間けんを割ったのだ。

「思い知ったか!!」

　と、一瞬遅れて警備陣に押さえ込まれながら彼女は、けたたましく笑ったのだった。

「痛みがわかる。人殺し!!　兄さんを返して！」

「キムターク……」

　と、片膝ひざを突いたキムタークを、カツヤは気き遣づかう。

「大丈夫か……」

「大丈夫だ……」

　と、血みどろになりながらも、寂しそうに嗤わらうキムターク。

「これしきの痛み……、カッツの苦しみに較くらべれば──」

　やはり彼は、こだわっている。

「馬鹿者！」

　と、警備責任者が報道陣を叱しかり飛ばしていた。

「石だったからよかったようなものの、爆発物だったら完かん璧ぺきにアウトだったぞ。あれほど部外者を入れるなと言っておいただろう!!」

「彼女は部外者ではありません」

　と、部下が言った。

「ちゃんとプレスの、ＩＤカードを持っていました。しかも、偽造ではありません」

「何？」

「イザベラ・ガルベス。ＳＣＣの人気キャスター、本人です……」

「そうか。彼女の兄は、ブラック・セラフィムへの潜入取材中に、消息を絶ったのだったな……」

「そういう奴も、結構いますよ」

　と、別の警備隊員が言った。

「何しろ、ブラック・セラフィムは無差別に億単位で人を殺しています。知り合いを一人も殺されなかった者の方が、むしろ少ない……」

「無理もない」

　と、隊員たちはイザベラに同情的だった。そしてその分だけ激しく、ブラック・セラフィムを憎ぞう悪おしている。

「俺たちだって、警備という任務だからやっているだけであって、プライベートならこの手であいつを──」

　そう言って、キムタークを睨にらんだ。

「……てやりてえ」

「そりゃねえだろ」

　とカツヤ。

「こいつは、これ以上犠牲者を増ふやすまいと、危険を承知で──」

「いいのだ、カツヤ」

　キムタークがカツヤを制した。

「いいのだ。皆の怒りは……当然だ」

「しかし……」

「俺とて、今ならわかる。愛する者を奪われれば、人間は、ましてそれが、俺や貴様のような強い人間でなければ──」

「血を拭ふいて……」

　ノリカが差し出すハンカチを、キムタークは微笑んで拒否した。

「これでわかったろう、カツヤ」

　と、血の滴したたる貌かおでカツヤを見るキムターク。

「今の俺に必要なのは、自由の身になることではない。むしろ、塀の中の方がよほど心安らぐということが──」

　カツヤには、言葉もなかった。

　重い沈黙の後、ようやく口を開く。

「やはり親父は、正しかった」

　タイラーの先せん見けんの明めいを、認めざるを得ない。

「おまえと俺を手錠で繫いだ判断は、むしろおまえを護まもるためだったんだな。安心しろ。俺が一緒にいる限り、おまえには指一本触れさせねえ！」

「カツヤ……」

「銀河に一人くらいは、おまえの味方がいてもいい」

　微笑んで、カツヤは言った。
















「それが俺自身の癒いやしにもなる。まったく親父は、何もかもわかってやっていやがるのかなあ……。何もかも」










　第四章　憎いのは、誰ですか




「浄化ガス気化装置、設置完了です」

　と、美少年の副官が報告するのを、アンドレ・ドガは片目を瞑つむって頷うなずいた。

「ん、御苦労」

「これでスイッチを押せばいつでも、ガスはエアダクトを通じて全船の全客室に流れ込みます。致死量は微少、効きき目は速すみやかです。人ひと質じちの凡ぼん夫ぷや凡婦どもは、瞬時にして『浄化』されることでしょう。もちろん、苦痛は一いつ切さいなく──」

「能書きはいい、プリンシパリティー・ドイル」

　と、ドガは不愉快そうに副官の言葉を遮さえぎった。

「これで、この『愚おろか者の船』の全すべては掌しよう握あくした。それさえ確認出来ればよい」

　そう言って、自らの掌てのひらの中に握った、リモコンスイッチを確かめた。

「これさえ押せば……」

　呟つぶやきながら、リモコンを弄もてあそぶ。

「ああっ、気を付けてくださいよ、ヴァーチュー・ドガ……」

　と、てきめんにうろたえるドイル。

「我々はまだ、防毒マスクを付けていないんですから──」

「なんだ。この期ごに及んで命が惜しいのか？」

　部下の臆おく病びようを、なじるようにドガ。

「そりゃ、教団の解体後、ようやくこれまで繫つないできた命ですからねえ……。ここまで来て、犬死には嫌いやですよ」

「心配ない。その苦労もようやく報われる」

　ドイルの眉び目もく秀しゆう麗れいぶりに較くらべれば、明らかにスリーランクくらい容姿の劣るリーダーのドガは言った。

「ドイル！　無線で各部署の同志に連絡してやれ。命の惜しい奴は、マスクを付けろとな」

「リーダーは付けないのですか？」

「要いらん」

　と、吐き棄すてるように、ドガ。

「リーダーたる俺が、そんな物を付けてみろ。部下の士気に影響するぜ。リーダーは、命を惜しんでいるってな……」

「さすがです」

　と、尊敬のまなざしでドガを見るドイル。

「では、私もリーダーに倣ならい、マスクは付けません……」

「無理すんな」

　ドガは笑った。

「おまえらは、付けていい。と言うか、付けろ。その方が、いい」

「何な故ぜです？」

「その方が、まだしも俺が引き立つからよ」

　と、苦笑するドガであった。

「おまえらみたいな美少年に、素顔で隣となりに並ばれると、俺にゃあ辛つらいものがある……。このまずい面つらのせいで、ブラック・セラフィムに入信してから、ずっと差別され続けてきたんだ」

　と言っても、ムチャクチャまずい貌かおという訳ではない。まあ世間一般の基準に照らし合わせてみれば十人並である。しかし、ブラック・セラフィムという、容姿の水準が度外はずれて高い、しかも外部と遮断された世界の中では最低ランクである。それだけで、彼は教団の中でまともに人間扱いされなかった。末端信者の美少年にまで、ただただそのルックスだけで軽視され続けてきたのである。

「ドイル、おまえだってこの俺を、肚はらの中では軽蔑してるだろ」

「そ、そんなことは……」

　と、しどろもどろになるドイル。

「決して……」

「じゃあ」

　と、意地悪くドガは言った。

「顔で俺に負けてると思うか？」

「いやあ、さすがにいくらなんでも、そこまでは……」

「そらみろ！」

　自じ嘲ちよう混まじりに、嗤わらうドガ。

「そんなもんよ。だから俺は、無能なくせに顔だけで出世した幹部連中が、今でも大っ嫌いだ」

「なるほど。それは確かにそうでしょうねえ……」

「しみじみ頷くな！　しみじみッ!!」

「特にゴロン・イノセントとか、ラヤ・キムタークなんて出しゆつ世せ頭がしらはな」

「深いですねえ……」

「考えてみろ。俺とラヤ・キムタークとの間に、どれほどの差がある？」

「ルックスが、桁けた違いです」

「だから、顔は別にしての話だよ！」

　激げつ昂こうしてムキになるドガ。危あやうく手にしたリモコンのスイッチを押すところであった。

「年格かつ好こう、体力、知能、精神力、統率力、行動力に於おいて、俺とキムタークとの間には、些いささかの差もねえ！」

「そうでしょうか？」

「いいからそういうことにしておけ!!　そうでねえと、話が進まねえだろが！」

「かなり乱暴なような気も……」

「いいから！　とにかく俺とキムタークとの差は、ルックスだけなのよ。なのに、奴はセラフにまで昇り詰め、この俺はどんなに努力してもヴァーチューどまりだった。これはひとえに、ヤーヴェの美青少年偏愛主義の結果よ」

「まあ、わからないでもないですが……」

「だから誰が嫌いと言って、俺にはキムタークほど嫌いな奴は宇宙にいねえ！　キムタークにだけは、死んでも頭を下げねえ!!」

「逆さか恨うらみの、極致という気も……」

「おまえのことだって、本当は嫌いなのかも知れねえ」

　と、ヴァーチュー・ドガはドイルを見た。

「しかし、おまえたちはまだ、俺のことを尊敬してくれているからなあ……」

「それはリーダーの、桁外れた行動力と統率力に心から心酔してのことであります！」

「俺の容姿に惹ひかれてと、誰か噓うそでもいいから言ってくんねえかな……」

「はは、ははは……」

　思わず笑ってしまうドイル。

「『浄化』するぞ！」

「あ、いや……失礼しました」

「いいからさっさと、その不ぶ細さい工くな防毒マスクを被かぶれ！」

　と、ドガはわめいた。

「は、はい……」

　慌あわてていかついマスクを破った部下を見て、

「ははは……その面には勝った」

　と、いびつに嗤うドガであった。

「こっ、この、この醜ぶ男おとこめ！　ははは……はは……はあ……虚むなしい」




「ボロボロこぼすなよ！」

　と、キムタークはカツヤに向けて叫んだ。

「食事の作法も弁えんのか!?　この庶民めが！」

「ふるへえ！」

　と、膝ひざの上に大量の飯粒やおかずを撒まき散らしながら、カツヤはわめいた。

「へめえはまだいい！　利きき腕が使へるんだからよ。俺なんか、左手だぞ左手!!」

「俺は左手でも、そこまでの粗そ相そうはせぬ」

　とキムターク。

「貴様はまるで赤子だな。番長の正体見たり、大きな駄だ々だっ子といったところだ」

　この分析は、正しい。

「ああ、ああ。どうせ俺はがさつで雑ざつ駁ぱくで、育ちが悪くて下品で品性下劣で卑ひ猥わいで存在それ自体が狼わい褻せつだよ！」

「そこまでは言わんが……」

　と、キムターク。

「しかし、口に物を頰ほお張ったまま喋しやべるのだけは赦ゆるせんな……」

　そう言ってナプキンで、顔に飛び散ったカツヤの咀そ嚼しやく物ぶつを丁てい寧ねいに拭ぬぐった。

「仕し種ぐさの一つひとつがいちいち、癇かんに障さわる奴だ……」

　とカツヤ。

「それはこっちの台詞せりふだ」

　とキムターク。

「俺は貴様と手錠に繫つながれたこの丸二日間というもの、我が慢まんに我慢を重ねてきたのだ」

「御ご大たい層そうに言うない」

　とカツヤ。

「それこそこっちの台詞よ！　俺は我慢に我慢に我慢を重ねてきた」

「なんの、俺は我慢に我慢に我慢の上に我慢を重ねてきた」

「甘い。俺は我慢に我慢に我慢の上の我慢のそのまた上に──」

「子供の喧けん嘩かですか、あんたらはッ!!」

　呆あきれるドミトリー・ハイフェッツ。

「とても銀河を救った赤色巨星番長と、その宿命のライバルであるブラック・セラフィムの大幹部との会話には思えませんでな」

「こいつと一緒だと、ついムキになってしまう……」

　と、表情を取り繕つくろってキムタークは言った。

「レベルが一緒だからな」

　とカツヤ。

「一緒にするなッ！」

　とキムターク。

「ほら、そうやって、ムキになるところが──」

「うう……」

「間もなく──」

　とそこへ、二人をここまで運んで来た高速宇宙艇の艇長が言った。

「ジャックされた宇宙船『ピグマリオ』との直接交信可能距離に入ります」

「やれやれ、やっとか……」

　とカツヤ。

「これで少しは気が紛まぎれる」

　むしろホッとした表情で言った。それはキムタークも同じことである。

「回線を繫いでくれ」

　と、彼は言った。何と言っても今回の事件では全権を委任された、最高責任者なのである。スタッフ一同からも、すっかり忘れ果てられてはいるが──。

「さあて、この積もりに積もった鬱うつ憤ぷんを、馬ば鹿かな犯人どもに叩たたきつけてやるぞ……」

　ポキポキと指を鳴らす。

「ふっふっふ……」

「おまえという人間が、よくわからなくなってきた」

　と、頭を抱かかえるキムターク。

「間近で見ていると、こんな阿あ呆ほで愚かで馬鹿な人間に、俺が振り回されていたのかと思うと……。このギャップは何なのだ……」

「俺と戦った奴は、大たい抵ていそう言うな」

　とカツヤ。

「このままではカッツが浮かばれない……」

　と涙ぐむキムターク。

「ああ、カッツ。おまえはとんだ犬死にだったかも知れんぞ……」

「隣でやるなッ！　俺だってフランソワーズを殺されているんだッ!!」

「あれは不幸な事故だった……」

　とキムターク。

「だが貴様には、一瞬とはいえカッツに対する明確な殺意があったじゃないか！」

「カッツの目的は俺を殺すことだった。ああしなければ、カッツは次に俺を殺していたじゃないか！　正当防衛だぞ」

「頭の悪い割に口だけは達者な奴だ」

「そっちこそ、言いがかりばかり──」

「よそう……。これ以上は水掛け論だ」

「ああ……」

　通信が繫がった。正面スクリーンにアンドレ・ドガの顔が一杯に広がる。

「おまえが犯行グループの親玉か……」

　と、カツヤは開口一番、言った。

「俺は今回の最高責任者、カツヤ・タイラーだ」

『ほう、貴様が銀河に名高いあの、赤色巨星番長か……』

　と、ドガはスクリーンの中で目を瞠みはった。

『ほとんど一人で、ブラック・セラフィムを壊滅状態にまで追い込んだという……。こうして逢あえて嬉うれしいぞ』

「ずっと近くにいると、そうでもない……」

　横からキムタークが、小声で言った。

「だいたい星などというものは、少し離れて眺ながめているのがよいのだ」

「外野は黙れ！」

　とカツヤ。

「それより、あいつの顔に、見覚えはないか？」

「ない」

　と、キムタークは言った。

「そもそもあんな貌かおのまずい男が、ブラック・セラフィムの高級幹部になれるはずがない。せいぜいが末端信者といったところだろう……。カツヤ、おまえの方が、まだ少しはマシだ」

「ありがとうよ……」

　カツヤは苦笑した。

「君の名を聞きたい。それと、ブラック・セラフィムでの階級ステージも……」

　と、スクリーンに向けて呼びかける。

『俺は、ブラック・セラフィムのヴァーチュー、アンドレ・ドガだ』

「ヴァーチュー……軍なら中佐か」

　とカツヤ。

「それにしては、顔がまずいぞ」

『きっ、きっ……』

　途と端たんに、ドガの表情が激変した。

『気にしていることを!!』




「やっぱり……」

　リーダーの様よう子すを間近で見ながら、ドイルは呟いた。

「相当気にしていたのか……」

「ドイル！」

　と、やにわにそのドガが、傍かたわらにいるドイルの方を振り向いた。

「は、はいっ!!」

　防毒マスクのおかげで、笑っていた表情を見られなくて済んだのは幸いであった。

「人質を十人ばかり処刑しろ！　この俺を怒らせた罰ばつだ!!」

「り、リーダー……。それは、いくらなんでも……」

「いいから処刑しろ！　こちらが本気だということを、見せてやれ!!」

「しかし、向こうも本気になりますよ。こちらは信者釈しやく放ほうの要求さえ吞のませられれば、それでよいのでは……」

「そんな弱腰だから、これまでのらりくらりと躱かわされ、時間を引き伸ばされたのだ。そうこうしているうちに、あっちは着々と準備を整えているんだぞ。ここらで一発、ガツンとかましておかないと……」

「しかし、処刑は得策ではありません。こちらがその気だということを、示すのだ」

「示すだけなら──」

　不意に第三の人物が、二人の間に割って入った。

「他にも方法がありますよ。それも、もっと冴さえたね」

「おお、ルファスか!!」

　ドガの表情が、ぱっと綻ほころんだ。

「何かいい方法があるのか？」

「はい」

　ルファスと呼ばれた美青年は、畏かしこまって頷いた。彼も防毒マスクを被っていない。別にリーダーに倣ならってという訳ではなく、その方が動き易やすいという理由からである。

「人質を一人も『浄化』することなく、向こうにはこちらの要求を吞ませる、うまいやり方がね」

「聞こう」

「まず──」

　と、ルファスは饒じよう舌ぜつに語り始めた。




「なんか、一方的に通信を切られてしまったなあ……」

　と、カツヤ。

「おまえがよくない」

　と、キムタークが言った。

「あいつを怒らせるから……。これで説得がしにくくなった。直接説得に当たるこっちの苦労も考えてくれ」

「重罪人のくせに、最高責任者に意見するなよ」

「その重罪人と同レベルの争いを繰り広げている奴が言えた義理か！」

「まあいい。次にあいつが出たら、おまえと代わってやる」

　とカツヤ。

「うまく説得しろよ」

「可能な限り、やってみるが……」

　不意に向こうから通信が入った。

『俺は怒っていないぞ、カツヤ・タイラー』

　何も尋ねないうちから、無理してにこやかな表情でドガは言った。

『君の、神をも恐れぬ暴言に対して、少しも怒ってはいない……』

「ありゃ相当、怒ってるな」

　呟くドミトリー。

「代わろう」

　と、キムターク。

「私の顔がわかるか、ヴァーチュー・ドガ？」

『む……!?』

　ドガの太い眉が、一瞬ピクンと跳はね上がった。

「髪を切っても、私の顔はわかろうな」

　自分の顔を知らない信者など、ブラック・セラフィムにはいないはずだという自負が、その声には溢あふれている。

「セラフ・ラヤ・キムタークだ」

『き、キムターク……!!』

　その瞬間の、ドガの表情の激変ぶりこそ見み物ものであった。

『キムタークだと!?』

「ああ、正真正銘、本物のキムタークが、わざわざおまえと交渉するために、この場に来てやったぞ」

『ふ、ふふ……ふふふふ……ふはははは……わっはっは！　キムタークだとォ！』

　突然激しく笑い始めるドガ。

『そ、そうか、よりにもよって、キムタークが来たか。ふわはははははは……』

　と、その狂気じみた嗤いの絶頂で──、

　不意に、プツンと、通信は切れてしまった。

　それきり、後は何度呼び掛けようと、通信は回復しない。ウンともスンとも言ってこない。

「よくわからんが……」

　と、カツヤは呟いた。

「なんか、非常に拗こじれたことになってきやがったぞ」

　困こん惑わくした表情でキムタークを見る。

「おまえ、過去にあいつと何かあったのか？」

「知らん。そもそも俺は奴とは、一面識もない」

「本当に？」

「ああ。アンドレ・ドガなんて、聞いたこともない。本当にヴァーチューだったのかどうかも、怪しいものだ」

「要するに、アウト・オブ眼中って訳だな。噓うそでもなさそうだし……」

　恨みを買う人間の認識というのは、大体そんなものである。いじめっ子は、自分がいじめっ子だなどと自覚していることはまずない。ただし、やられた方は一生忘れない。そういう意味で、あらゆる憎悪は片想いに似ている。

「まあ奴の方で一方的に、俺に対し何か含むところがあるというなら勝手だが、正直言って心当たりのかけらもない」

「おまえのその自覚のなさが、そもそもの元げん凶きようと見たね」

　カツヤは苦笑して、

『こういう時、フランソワーズがいれば、何か適切なアドバイスをくれるのにな……』

　と思わずにはおれなかった。

「カツヤ」

　と、それを見透かしたようにキムタークが言った。

「フランソワーズがいてくれたらなと、考えていたな……」

「よくわかるな」

「わからいでか」

　とキムターク。

「俺もたった今、こんな時カッツがいてくれたらなと思っていたところだ……」

「辛つらいな……」

「ああ、お互い……」

「俺たちって、一体なんなんだろうな……」

　単なるライバルではない。宿敵でもない。それを超えつつある、何かだ。

「さあ……」

　手錠を伝わって、何かが通い始めたことは確かなようだ。




「驚いた……」

　と、ドガ。

「本当に、驚かれたようですな」

　と、ルファスが言った。

「まさか終身刑になったはずのキムタークが、こんなところに現れようとはな……」

「ヴァーチュー・ドガは、本当に、セラフ・キムタークがお嫌いなようだ」

「当たり前だ。顔のよさだけで出世したような漢おとこが──」

　と、自称『顔の悪さだけで出世できなかった漢』は言った。

「しかし、事態はややこしくなってきましたな。面おも白しろくなってきたとも言いますが……」

「どこが面白いのだ。俺には不愉快でたまらん！」

「まあまあ……。考えようによっては、これはとてつもない僥ぎよう倖こうですぞ。なにしろ、事実上今生きている元信者の中ではナンバー・ワンですからな……。彼をこちらの手中に収おさめられれば──」

「何を考えている、ルファス!?」

　ドガにはとんでもないことだった。

「奴らがキムタークを、わざわざ釈放したとでも思っているのか。むしろ奴は我々を説得するように丸め込まれて来たに違いない。それくらいの状況認識は、俺にもあるぞ。それに……キムタークと一緒にやるなんて、俺は真っ平御ご免めんだ!!　単に奴が嫌いというだけでなく、どう考えても、俺が霞かすむ……」

　ドガにしてみれば、下積みの長かった自分がようやく目立てると思っていたのに、一世一代の晴れ舞台で主役をかっ攫さらわれるのは火を見るよりも明らかだった。

「ですから……」

　と、ルファスは冷笑を浮かべて言った。

「キムタークと対決するのではなく、仲間に引き入れるのでもなく、彼を利用するのです。さっき私の申した、切り札を利用してね」

「なるほど……」

　頷くドガ。

「キムタークを、俺の引き立て役にするのか。悪くない……」

「ついでに──」

　と、ルファス。

「あの、カツヤ・タイラーもです。かつて銀河を二分した二人の好敵手を、あなたの引き立て役に……」

「悪くない！　うん、悪くない」

　ドガは自分に言い聞かせるかのようにその言葉を何度も反はん芻すうした。

「最高のアイデアだ。よし、再び通信を繫げ！」




「何度も通信を勝手に繫いだり切ったり、忙しい奴だな」

　と、カツヤはずけずけと言った。

「え、自称ヴァーチューのドガさんよ」

『そんな偉えらそうな口を叩いていいのかな』

　と、威い嚇かくするようにドガはスクリーンの中、満面の笑みを浮かべながら言った。

『こちらには、七百人の人質がいることを忘れるなよ』

「脅おどしには屈しねえ」

　とカツヤは言った。

「俺も、ここにいるキムタークもだ」

『これが最後の警告だ』

　と、委細無視してドガは言った。

『一時間……いや、三十分だ。三十分で、人質を全員『浄化』する。一人ずつなどとまどろっこしいことは言わん。七百人全員だ。いいか、七百人一いつ遍ぺんにだぞ！』

「本気か？」

『ああ、既に『ピグマリオ』には浄化ガスの気化装置をセットした。もちろん、我々も一緒だ。こちらにはその覚悟もある。ブラック・セラフィムの教えに帰き依えした時から、命など惜しくはない』

「てめえらが死ぬのは勝手だが、道連れにされる人質は気の毒だな」

　動揺した素振りは微み塵じんも見せず、カツヤは言った。

「よせ」

　低く抑えた声で、キムタークが言った。

「つまらんことだ。死ぬだけ損だぞ。状況は何も変わらん……。おまえにも悲しむ人間がいよう。そいつを悲しませるようなことだけは、よせ」

「さすがに説得力あんなあ……」

　と、カツヤはキムタークを見た。

「キムタークの言う通りだぞ、ドガ」

　カツヤはスクリーンに向き直った。

「人を悲しませるのは、最大の罪なんだ。どんなしょうもない奴でも、死なれて哀かなしい奴は必ずいる！　おまえもだ」

『聞く耳持たんわ!!』

　とドガ。

『キムターク、あなたは堕だ落らくした。命を惜しむなど、ブラック・セラフィムの信者にはあってはならんことなのだ。もはやあなたのことを、セラフだなどとは思わん！』

「違うんだ、ドガ!!」

　キムタークは叫んだ。

「命を惜しめと言っているのではない。自分も含めた人間の死が、周囲に与える影響を少しは考えろと言っているのだ。愛する者を喪うしなう辛さが、どれほどのものか──!!」

『それほど言うならば、あなたが身をもって止めるがよろしいでしょう』

　ドガは急所を突いてきた。

『あなたが命は惜しくないと言うのなら、その命、人質のために投げ出す覚悟がおありですか？』

「ある！」

　と、キムタークは言った。

「私を誰だと思っているのだ、ヴァーチュー・ドガ。セラフ・ラヤ・キムタークだぞ」

　そう言って、ニヤリと嗤わらう。久々に見せる、彼らしい表情であった。

「おまえの手に、乗ってやろう！」

「さすがに……」

　と、カツヤは舌を巻いた。

「腐ってもキムタークだなあ……。憎いほど絵になるぜ」

『ではキムターク……さま』

　と、うわべは恭うやうやしく、ドガは言った。

『こちらに、来ていただきましょうか？　もちろん、あなた一人でね』

「生あい憎にくと……」

　カツヤが口を挟はさんだ。

「そうはいかねえんだよ、ドガ。こういう次第でな──」

　そう言って、二人を繫いだ手錠を見せる。

「今ラヤ・キムタークを人質に取ると、カツヤ・タイラーがもれなく付いて来る期間限定サービス中なんだ」

『ふ……ふざけているのか!?』

「本気だよ」

　とカツヤ。彼も彼らしくなってきた。

「どうせ人質を取るなら、価値のある人質の方がいいだろう。この赤色巨星番長がその役に不足だとは、言わせねえぜ」

『何を企たくらんでいる？』

「決まっているさ」

　と、カツヤは言った。

「一件落着よ。俺も一緒でよけりゃ、どうぞ人質に取んな。それでもう、こっちは下へ手たに手を出せねえぜ。キムタークだけじゃ、安全牌パイとは言えねえぜ」

『誰がその手に乗るか！　手錠を解いて、一人で来るようキムタークに言え!!』

「一人でねえ……」

　カツヤは横目で、ドミトリー・ハイフェッツに目配せした。

「ハイフェッツ。手錠の鍵はどうした？」

「失なくしました」

　しれっとした顔で言う、ドミトリー。

「さっきトイレで、うっかり流してしまいまして……」

　ニヤッと嗤う。二人の間ではそれでよかった。

「そういうことだ。こりゃもう、二人一いつ遍ぺんに人質に取るか、それともキムタークを諦あきらめるしかないねえ……」

『いいだろう……』

　ここで度量が小さいとは思われたくないので、ドガもしぶしぶ折れた。

『一緒に来い。ただし、言うまでもなく二人きり、それも丸腰だ。妙みような真ま似ねをしやがったら、人質の命は保証しない』

「結構」

　頷くカツヤ。

「それで異論はねえな」

　キムタークを見る。

「むろんだ」

　と、キムタークも微笑む。

「俺としては、貴様と一緒にトイレに行く屈くつ辱じよくから解放されるという誘惑も、小さくはないがな……」

「お互い、ここが正念場だぞ」

「貴様に言われるまでもない」

　と、キムターク。

「俺は、あの薔ば薇ら色星雲での決戦が、人生のピークで、後は長い余よ生せいだと思っていた……。しかし、これでもうひとつの山場が来そうだな。感謝する。人生──」

　カツヤを見詰め、キムタークは微笑むように言ったのだった。

「死守する場所は、ひとつじゃない！」










　第五章　何を待っているのですか




「カツヤとキムタークの二人が揃そろえば、銀河に敵はないな」

　と、立体ハイビジョンテレビの中継に見入りながらエドは呟つぶやいた。

「ジャスティ祖じ父いちゃんとしては、この最強コンビを見てみたかったんだろう。だからこそ、二人を手錠で繫つなぐというアイデアを思い付いた……。いや、実はずっと前から、こんな事件が起こるチャンスを待っていたのかも知れない。今回の事件は、むしろようやく起きたとさえ言える。僕にはわかる。でなきゃ、事件の報告を受けた時の祖父ちゃんのあの嬉うれしそうな表か情おは、説明つかないもんな……」

　マチコには、エドの言葉は全部、聞こえているはずであった。頷うなずきもしないし返事もしないが、エドには彼女の反応までわかるのである。

「キムタークは、いい奴だった。正直、僕以外に君を任まかせてもいい奴がいるとしたら、あいつ以外に考えられなかった……。なんて言うのかな、そう、器うつわが大きいんだよ。しかも、やたら器だけ大きくても笊ざるみたいに目の荒いカツヤとも違って……カツヤは怒るだろうけど事実だからね……キムタークの場合は器も大きくて、緻ち密みつなんだ。ガラスみたいに透明で、その分割れ易やすそうな危あやうさもあるんだけど、そこがまたいいんだな……。あの二人なら、互いの長所と欠点とを、補い合って──」

「エド……」

　珍客があったのは、その時である。

「おや、これはこれは──」

　立とうとするエドに、

「いや。どうかそのまま……」

　と、彼女は言った。

「苦しゅうない」

　ロージーの声には、元気がない。

「よく来てくれたね」

　と、笑顔のエド。

「君がこんな下しも々じもの者が入院する病院に来てくれるなんて──」

「皮肉か？」

「いや。心からさ」

　とエド。

「嬉しいとも。マチコも喜んでいるよ」

「おためごかしは、よせ……」

　ロージーは目を伏せたまま言った。

「そちにそう言われることは、余には身を切られるよりも辛つらいのだ。いっそ、頭ごなしに罵ば倒とうされた方が、どれほど……」

「まだ気に病んでいるのかい？」

「気に病むなという方が、無理であろう。余の軽けい率そつな行動が、マチコを──」

「君が自覚してくれるだけで、いい」

　とエド。

「君には君自身が赦ゆるせないのだから、それ以上僕が、何を言うことがある？　君はもう充分に責めを負っている。僕には、そしてマチコも、君に対し罵倒するような言葉は何ひとつない」

「だからこそ、辛いのじゃ」

　とロージー。

「おまえのせいだと、おまえが全すべて悪いと、そちが一ひと言ことでも言ってくれれば──」

「それで君は、救われるのかい？」

　とエド。

「そうだろう。僕には君を救うことも出来ない。強しいて言うなら、それが君に対して課している、唯ゆい一いつの刑罰だと思ってくれていい」

「そちらが、そうして仲なか睦むつまじくしているのを見せつけられるほど、余にとって辛いことはない。どうして微笑ほほえんでいられるのじゃ？」

「それは……」

　と、エドは背中を向け、言った。

「好きだから……」

　と、エドは言った。

「それでもマチコが、好きだから──。それじゃいけませんか？」

「寝たきりでも？」

「はい」

「喋しやべらなくても？」

「はい」

　とエド。

「そこに存在するだけで愛せる。マチコは、そんな女ひ性となんですよ」

「勝てぬ……道理よな」

　ロージーはかつてそんなマチコとエドを張り合った自分が、愚おろかに思えてくるのだった。

「ところで、今日は他でもない。報告に来たのじゃ」

「報告？」

「ああ。母上が来年、退位することが御ご前ぜん会議で決まってな……」

「アザリン様が？」

「うむ。余が次期皇帝に即位することが決まった……」

「本当!?」

　とエド。

「君が……第二十八代皇帝！」

「うむ。ゴザ十七世ということじゃ……」

「それは、おめでとう！」

　心からの祝福だった。その証拠にロージーにはそのエドの声に被かぶさって、マチコの声も確かに聞こえた。

「凄すごいや！　僕の幼おさな馴な染じみから、ついに皇帝が出るのか!!」

「それで……色々とわだかまりを清算しておきたくてな──」

「ローゼリア妃ひ殿でん下か。いや、ロージー」

「え？」

「皇帝になっても、僕らは友だちだよね？」

「あ、ああ……」

　と、頷くロージー。

「そちが、それでいいと言ってくれるのなら──」

「よし！　戴たい冠かん式しきの二次会は、僕らに負かせろ。最高のパーティーにしてやる」

「戴冠式に二次会は、普通ないのじゃが……」

「前例がないからこそ、やるんじゃないか」

「まさか──」

　と、ロージーは言った。

「仲間内で人材開発セミナーみたいに車座に椅い子すを並べて、拍手を浴びせながら『パチパチ……おめでとう！　君は皇帝になってもいいんだよ!!』というのだけは御ご免めんじゃぞ……」

「どうしてわかった？」

「エドの考えそうなことじゃ」

　初めて笑顔を見せるロージー。

「そこまで読まれちゃなあ……」

　と苦笑いするエド。

「長い付き合いではないか」

「それもそうだ……」

「あ──」

　ロージーの目が、見開かれた。

「どうした？」

「マチコが──」

　と、一瞬絶句、

「……笑った」

「え!?」

「確かに……。あ、また……」

　今度はエドも見た。

「指先も──」

「動いた！」

　エドとロージーは、抱き合って跳とび上がった。

「奇跡じゃ!!」

「看護婦さん！」

　慌あわててナースコールのスイッチを押すエド。

「早く来て！　マチコが……目覚める!!」




「丸腰で来いと、言ったはずだぞ」

　と、アンドレ・ドガは二人を咎とがめて言った。

「武器は携けい行こうしていない」

　と、カツヤは言った。

「ではこれは一体何だ」

　と、二人をボディチェックしたドイルが、カツヤのポケットから押おう収しゆうしたその装置を取り上げながら呟く。

「まさか、通信機ではあるまいな」

「あ、それね」

　と、微笑ほほえむカツヤ。

「そいつは、自動翻ほん訳やく機さ」

「自動翻訳機？」

「そう。特に危険な物ではない」

「信じられるか!!」

　と、ドガ。

「ドイル、そいつを没ぼつ収しゆうしておけ」

「ちぇっ！」

　まるで教師にウォークマンを没収された生徒のように、カツヤ。

「自動翻訳機ねえ……」

　何気なく、スイッチを入れるドイル。

「こんな物が、何の役に立つのかな……。我々は全員、銀河標準語を喋しやべれるのに──」

『ざけんじゃね～!!』

　不意に『チョベリグ弐に號ごう』が叫さけんだ。

『調子こいてんじゃね～よ！　この超マッハマジムカ野郎!!　あたしゃ超ＭＭでキレスンだっての！』

　仰ぎよう天てんするドガ。

「な、なんだこれは……!?」

　慌てて『チョベリグ弐號』を床に落とす。

『超いて～んだよ！　コイツ。人を落としといてシカトこいてんじゃね～!!』

「さすがは親おや父じだ……」

　と、ニヤリ笑うカツヤ。

「早くも改良された弐號には、翻訳機能だけでなく人工知能まで搭とう載さいしたか……」

「おや？」

　と、首を傾かしげたのは、カツヤと手錠で繫がれたままのキムタークである。

「どうした？」

「この声……」

　と、『チョベリグ弐號』を指差し、言った。

「どこかで聞いたような……」

「そう言えば……」

　とカツヤ。

「確かに」

「言葉はムチャクチャだが、声はどこかで──」

『あんだよ』

　早くもそれに対し突っ込む『チョベリグ弐號』の人工知能。

『あに因いん縁ねん付けてんだよ。あたしはあたし、文句あっか!?』

「いや、別に……」

『だったら黙ってろよ。まったく最近のオジンどもときたら、礼儀知らずで超ジラレナイシ～ン!!』

「誰がオジンだ」

『うっせ～、二十歳過ぎたらオジンなんだよ。ブータレてんじゃねえよ！』

「マジムカ！」

　ついつい機械相手に腹を立ててしまうカツヤ。実によく出来ている。

「ええい!!　耳みみ障ざわりだ！」

　怒ど鳴なるドガ。

「スイッチを切れ！」

「は、はい……」

『へへん、切れるもんなら、切ってみ!!』

　と、啖たん呵かを切る『チョベリグ弐號』。

「切れません!!」

　と、狼ろう狽ばいするドイル。

「スイッチが、切れない……」

『ブァ～カ!!』

　嘲あざける『チョベリグ弐號』。

『あたしは、一度立ち上がったら二度と切れないんだよ。わかりる？』

「電池を抜け！」

「は、はい……」

『超反則!!』

　電池ボックスの蓋を無理やりこじ開けようとしたドイルは、その直後凄い電撃を浴びせられることになった。

「うわっちっち!!」

『六百ボルトの超ハイテンション電撃、思い知れ！』

『チョベリグ弐號』には自己防衛機能まで搭載されているらしい。

「これでも武器でないと言い逃のがれするか!?」

　とカツヤを睨にらむドガ。

「いいじゃん」

　と、カツヤは言った。

「そっちから変なことさえしなきゃ、『彼女』の方から危害は加えない……と思う」

「信じらんな～い!!」

　ドガまで、影響されている。

「ええい!!　こっちの脳のう味み噌そまで腐る！」

『もう腐ってるって……』

「おのれ、機械の分ぶん際ざいで……」

「まあまあ、相手は機械ですから──」

　宥なだめるカツヤ。

「そうムキにならずとも──」

「なるわい！」

「ドガさま……」

　と、さすがはルファス。ピシャリと締めた。

「遊んでいる場合ではありませんぞ」

「そ、そうだった……」

「ふむ……」

　と、キムタークが頷き、そして囁ささやく。

「カツヤ、ドガの奴は案の定じよう大したことはないが、あの漢おとこは大いに油断ならんぞ。気を付けろ」

「わかってるって……」

「勝手に喋るな！」

　と、ルファスが二人を睨んだ。

『ムカツク～』

『チョベリグ弐號』がカツヤの気持ちを代弁してくれた。

『マジムカツク～。エラソ～！　超高圧的～。風紀入ってるしぃ……』

「黙らんと、ダストシュートから船外へ放り出すぞ！」

　ルファスの一言に、さしもの『チョベリグ弐號』もシュンと黙った。

「さすがは、コギャル並の人工知能だな」

　と、ドガが笑った。

「態度は反抗的でも、退学になるのは困るらしい」

　それから、二人に向き直る。

「さあて……二人雁がん首くび揃えたところで、何をして遊ぼうか？」

「鬼ごっこ！」

　と、すかさず言うカツヤ。

「鬼は君!!」

「いいだろう。しかし、二人一緒だと、逃げづらいよ。捕つかまったら命はないが、それでもいいかね？」

「それはちょっと……」

「ではこちらのルールで、楽しいゲームをしようか」

　そう言って、キムタークとカツヤとを交互に睨んだ。

「二人揃って、俺の前に土ど下げ座ざしな」

「な──!?」

「マジかよ……」

「本気だとも」

　とドガ。

「一度こういうことを、やってみたかった」

「ふざけるな！」

「そんなことが──」

「嫌いやなら……」

　と、掌てのひらの中に握ったリモコンを弄もてあそぶ。

「こいつを押しちゃうけどなあ……」

「くっ……」

「卑ひ怯きよう千せん万ばん！」

「何とでも言え」

　と、ひきつった表情でドガ。

「さあ、土下座するのかしないのか……」

「どうする？」

　顔を見合わせる二人。

「仕方がない……」

　と、キムタークは言った。

「やろう」

「いいのか？」

「構わん。そんなことで傷付くほど、俺のプライドはチャチではない。それに、今まで土下座などしたことがないから、結構新鮮かも知れんぞ……」

「いいなあ、おまえは……」

　と、羨うらやましそうにカツヤ。

「俺は……ある。だから嫌だ。でもまあ、おまえが一緒なら──」

「さあ！」

　急せかすドガ。

「は、や、く、や、れ!!」

「こうか……」

　慣れぬ土下座をするキムターク。当然、手錠で繫がれたカツヤも有う無むを言わせず付き合わせる格かつ好こうになる。

「これでいいか？」

　上うわ目め遣づかいに、憎々しげなドガを見る。

「まだまだ！」

　と、ドガは憎ぞう悪おを剝むき出しにした表情で、言った。

「頭ずが高い！　土下座ってのはァ──」

　やおら、椅子に座すわったまま両足で、カツヤとキムタークの頭を踏み付けた。

「こうやるんだよォ!!」

「む、まずい……」

　思わず小声で呟いたのは、意外にもルファスであった。

「ドガ様は、二人のあの格好を見た途端、理性の箍たがが外はずれてしまわれた……。このままでは信者時代から溜たまりに溜った鬱うつ屈くつが、とどまるところなく暴走を始める。非常にまずい……」

「おらおらァ！」

　踵かかとで爪つま先さきで、つむじを、側頭部をグリグリするドガ。

「どうだ。泥どろを舐なめる気分はよォ!!」

「ぐぐ……、こ、この野郎！」

　と、怒り心頭のカツヤ。『チョベリグ弐號』のボキャブラリーを借りるならば、チョマハキレスン（超マッハ切れる寸前）である。

「漢おとこの頭を、足あし蹴げにしやがったなあ……」

「堪こらえろ、カツヤ」

　と、キムタークが唸うなるように言った。

「し、しかしよ……」

「この俺が──」

　と嚙かみ締めた唇くちびるの端から血を滴したたらせながらキムターク。

「堪えているんだ」

「そうか……」

　不意にカツヤが、笑顔になる。

「ははは……、なら俺も、我が慢まんしねえとな。まだ俺、我慢の限界の半分ってとこだ」

「そうか。俺は四分の一……」

「なんの、俺は八分の一……」

「こっちは十六分の一……」

「甘い！　俺は二百五十六分の一！」

「いきなり飛ぶか!!」

『う～ん』

　それまでおとなしく黙っていた『チョベリグ弐號』が思わず口を開いた。

『二人とも、健けな気げチックでちょっとソンケ～』

「おまえに尊敬されてもなあ……」

　とカツヤ。

「全然尊敬されている気がしねえ……」

『頑張って……二人とも……』

「そうか！」

　不意に、キムタークが小さく叫んだ。

「あの声が誰だか、ようやくわかったぞ!!」

「俺もだ！」

　とカツヤ。

「マリアの声だったとは、口調の突とつ拍ぴよう子しもなさに耳を奪われて気付かなかった……」

「ああ。マチコの声だぜ」

　とカツヤ。微笑んでいる。

「やるなあ、親父って感じだ」

「ああ……。これならばたとえ、足蹴にされようと踏まれようと……」

「いくらでも我慢出来らあ！」




「おはよう……」

　とエド。

「おはよう。マチコ」

　泪なみだ顔である。

「おはよう……」

　と、マチコ。

「でも、お兄ちゃん、誰？」

「え──!?」

　一瞬、絶句するエド。

「僕がわからないの？」

「知らない」

　と、首を振るマチコ。

「知らないわったら知らないわ。マチコなんにも知らないわ」

「僕だよ！　エドだよ!!」

「ああ……エド」

　安あん堵どしたかのようにマチコ。

「エドなんだ。その髪の毛。その垂たれ目……」

「よかった、思い出した……」

　が、それも束つかの間、

「でも、変なの……」

　と、マチコは首を傾げた。

「マチコの知ってるエドは、もっとずっと若いもん！」

「え!?」

　思わず側そばにいたロージーと、顔を見合わせる。

「エド……老ふけたね」

　マチコの時計は、針が十五年前に戻っているらしい。




「そうか……リガの惨劇以前の記憶をのう……」

　と、報告を受けたジャスティ・ウエキ・タイラーは、さもありなんと頷いた。

「はい」

　メッセンジャーであるケンは言った。

「綺き麗れいさっぱり、忘れているようです。彼女にとっては、なかったことに──。リセットとでもいいますか……。あの事故はおろか、ブラック・セラフィムのことも、祖父に引き取られたことも……。ただ、エドとの幼い頃の記憶だけが、その分鮮明に……。昨日のことのように──」
















「無理もない」

　と老タイラーは言った。

「それ以外の一いつ切さいは、彼女にとっては、思い出したくもない過去なのじゃろう。あるいは、その方がよい……」

「ええ……」

「エドの愛は、変わらんのじゃろう？」

「もちろんです」

　とケン。

「ですが、精神年齢八歳と二十三歳との恋ですからねえ……」

「いいではないか」

　と、タイラーは微笑んだ。

「愛があれば、精神年齢の差なんて……」

　呟いて、テレビ中継に戻る。

「当面の問題は、むしろカツヤじゃ」




「ほらほら、どうした。もうへばったか!?」

　キムタークとカツヤとを馬にして、その上に両足で跨またがり、二人の首にかけた手た綱づなを引っ張るドガ。

「船内を、もう一周だ！　乗客の皆さんに、その綺き麗れいなお顔と情けない姿をようく見てもらえ!!」

　ちょっとでも休めば、情け容よう赦しやもなく鞭むちが飛ぶ。

「遅えんだよ！」

「俺……もうキレスン……」

　とカツヤが言った。

「我慢しろ」

　と、薄笑いにも鬼き気き迫るものが漂い始めたキムターク。

「我慢するんだ。カツヤ……」

「おまえよく、我慢してるな」

「出来るとも……」

　と、キムタークは微笑んで言った。

「これくらい我慢出来なくては、カッツに笑われる……」

「そうか。なら俺も平気だ……」

　妙みようなところで、意地を張る。

「これくらい我慢出来なくては──」

「フランソワーズに笑われる？」

「人の台詞せりふを攫さらうなよ！」

「済まん……」

「キムターク」

「ん？」

「気を取り直して、もう一周行くぜ！」

「おう!!」

　ダッシュする二人。その二人に振り落とされないため、ドガは必死に手綱にしがみつかねばならなかった。










　第六章　本当の仲間って何ですか




「やあ、エズラ」

　と、エドはドアを開くなり言った。

「元気そうでなにより……」

「エド!!」

『人ひと質じち七百、未いまだ解放されず』という見出しのホログラフ新聞を読んでいたエズラ・スガワラは、赤毛の若者を見るなり弾はじかれたように革張りのソファーから立ち上がった。

「おまえ!!」

　乱暴に、その赤い髪の毛の中に太い指を突っ込んで、捏こね繰り回す。

「この俺のことを、覚えていてくれたのか!?　可愛かわいい奴だ！」

「忘れるわけないよ」

　と、エド。

「それにしても、思ったよりずっと立りつ派ぱな会社じゃないか……」

「なんせ、フヨウグループというでっかいスポンサーが付いたからな」

　とエズラ。

「全すべてはおまえのお陰よ。いまや『流れ星一番』号一隻で始めたこの会社も、『流れ星百七十番』号まであるぜ。それも、ほとんど出払ってる」

「そいつはよかった……」

「まあ、フヨウグループの援助なしには、とてもここまではいかなかったろうがな」

「そんなことはないよ」

　とエド。

「ケンは若いが、ビジネスマンとしてはシビアなくらいドライな社長だ。たとえ僕の恩人でも、優良企業以外には絶対投資しないから……。それだけあんたを評価したということさ。胸を張っていいんだよ」

「そういうもんかねえ……。それより、えれえことになったな」

「ああ。それでさ──」

　と、エドは本題に入った。

「昔の縁で、ひとつ頼みがあって来たんだ」

「そう来なくちゃな」

　と笑ってエズラ。

「どんなことでもいいぜ。ま、言ってみな」

「貨物宇宙船を一隻、運転手付きで貸してくれないか」

「水臭えぞ、エド」

　エズラはエドの胸を小こ突づいて言った。

「どうして『貸せ』と言ってくれねえ。もちろんさ。最高の運転手が行くぜ」

「まさか……」

　とエド。

「社長御おん自みずから──」

「まだ隠いん居きよするような歳としじゃねえ!!　それに、どうせ暇なんだ。それに、いつかはこんなこともあろうかと、『流れ星一番』号だけは、ずっとスケージュールを開けて倉庫にしまっておいたんだ。もちろん、整備は万ばん全ぜんでな!!」

「最高だよ！」

「ところでエド」

「ん？」

「前に言ってた、俺の後継者の話、まだ有効か？」

「有効だとも」

「そいつが聞きたかった！　よし、そうと決まれば話は早い。さっそく行こうぜ。行き先はもちろん、例の『ピグマリオ』のいる宙域だな。ワープエンジンを新型に換装した『流れ星一番』号なら、ひとっ飛びだぜ！」

「その前に……」

　と、エドは言った。

「寄り道して欲しいところがあるんだ」

「いいとも、何ど処こだい」

「ゴロンボだ」

「ゴロンボ？」

　首を傾かしげるエズラ。

「そいつぁ寄り道どころか、まったくの逆方向だぜ」

「いいんだ」

　と、エドは言った。

「僕はゴロンボに……負ふ債さいがある」




「わあ、ここがゴロンボなのね!!」

　と、恒星間長距離トラック『流れ星一番』号の窓からゴロンボの宇宙港を見下ろして、子供のように──まあ、精神はまったくの子供と言ってよいのだが──マチコははしゃいだ。

「マチコ、ゴロンボ初めて。楽しみ!!」

『本当は、初めてじゃないんだけどな……』

　と、口には出さないエドである。

「おっきな港～！　船が出たり入ったり……」

「そうなんだ。お嬢ちゃん」

　と、エズラは目を細めて言った。

「ワシら宇宙のトラック乗りにとっちゃな、ゴロンボみたいなでっかい港町に入は港いるのが、何よりの楽しみなんだよ」

「ふ～ん……」

「エドよ」

　と、エズラは微笑ほほえんで言った。

「なんとも可愛い嫁さんだな」

「娘みたいなもんですよ」

　と、エド。

「幸せかい？」

「ええ……。それに今から楽しみなんです」

「楽しみ？　何が？」

「マチコがもう一度成長して、また恋が出来るかと思うと……」

「いいねえ。この犯罪者！　ま、今度はちゃんとしたまっとうな恋にしなよ」

「そのつもり!!」

　やがて『流れ星一番』号は、埠ふ頭とうの離着床に──。

「おっ、ちゃんと来てる来てる!!」

　と、エズラが呟つぶやいた。

「さすがに用意がいいねえ……」

「昔からタケナカ社長の仕事に、ぬかりはありませんよ」

　とエド。

「必要な器材はコンテナに、全部集めておいてくれたらしい。あれを積めば、すぐにまた出港できる」

「こっちとしちゃ、わざわざゴロンボまで来てゆっくり寛くつろげねえのが残念ではあるがよ」

「じゃ、僕はちょっと社長に挨あい拶さつして来ますから……」

　と、些いささか重い表情で、エドは言った。

「その間、マチコを頼みますね」

「おう。しっかりやんな！」

　エドは二年ぶりにゴロンボの空気を吸った。

「エド!!」

　ジンさんことジン・タケナカ社長は、エドを見るなり駆け寄って来た。

「社長……」

　複雑な表情で、エドは彼と握手する。

「御ご無ぶ沙さ汰たしております……。その間、連絡もせずに──」

「理由は聞いてるよ」

　と、タケナカ社長は笑顔で言った。

「色々とあったな。しかし、よくぞワシらをたばかった。まさかおまえが、あのタイラー家の嫡ちやく子しだったとは……」

「記憶を喪失うしなっていたとはいえ、申し訳ありませんでした……」

「いいんだ。それよりワシたちのことをちゃんと覚えてくれていたことの方が、嬉うれしい……」

　そう言って背中を叩たたいた。

「今でもおまえが、いてくれたらと思うと本当に惜おしい……。おまえは、何処へ出しても恥ずかしくねえ。おっと、まあ、当然か……」

「ここにいた間の記憶を取り戻すのに、僕も随ずい分ぶんかかりました……」

　とエド。

「でも。この港を一目見て、一いつ遍ぺんに全部、細部まで思い出しましたよ。僕は確かに、ここで働いていた……」

「そうとも！」

「あれだけ一ひと方かたならぬお世話になりながら、社長には、特にメグミお嬢さんには、大変なご迷惑をおかけして……」

「いいんだ。それより、いきなり星間電話してきたと思ったら、驚いたぞ。ヒライ重工製の、工業用強制冷却機を、一晩で、それも八基も揃そろえろだなんてな……。あれはただでさえ在庫が少ないんだ」

「ええ。それを一晩で揃えられる人といったら、僕には社長しか思い付かなくて……」

「いいんだ。よくぞ思い出してくれた！　銀河のお役に立てるなら、これほど嬉しいことはねえ」

　それからタケナカ社長は、ちょっと振り向いて、

「お～い。いい加減にしねえか!?」

　と叫んだ。

「いつまでもそんなとこに隠れてねえで、さっさと出て来やがれ！　何意地張ってんだ。おめえの逢あいたがってた、エドだぜ」

　コンテナの陰から、おずおずと現れたのは、娘のメグミである。

　エドの心に、ズキンと疼うずきが走る。

「元気そうね……」

　とメグミ。

「やっぱりあなたは、そうやって元気そうに働いているのがいいわ……」

「君はどうなんだ？」

「元気……と言えないところが辛つらいわね。でも、これでもだいぶよくなったのよ。一時はアルコール依存症で、大変だったんだから……」

「君には償つぐなう言葉もない……」

「あなたのせいじゃないわ」

「そう言われると、よけい辛い」

　ロージーの気持ちもわかる。自分には責任の取りようのないところで、恨うらんだり、恨まれたり──。

「今ね……」

　と、メグミは言った。

「獄中の人と、文通してるの……」

「獄中のって……まさか……」

「そう、カイ・マサヒコ。でも、ここじゃ偽名のタカヒコ・タカイの方が通りがいいかな……。彼、刑期を終えたら、ここで働きたいって──」

「そうか。君が辛くないなら、それもいいだろう……」

「実は彼をあなたの代用品にしてもいいかなって、考えてる……。安あん直ちよくかな」

「僕にはコメントのしようがないね。でも、彼はいい奴だ……」

「ありがとう。それからこれね──」

　さっと、弁当箱を差し出す。

「あなたが大好きだった、バグ芋いもの煮っ転がし……。久々に作ってみたんだ」
















「覚えていてくれたの……」

「忘れる訳ないわ。エドはあたしの──」

　メグミが背中を向けてしまったので、間まを持たせるため、エドは弁当箱の蓋を開けてバグ芋をひとつ頰ほお張ばった。

「美お味いしい！　腕は落ちてないね」

「当然でしょ……」

　背中を震わせながら、メグミ。

「この味だけは、誰にも真ま似ね出来ないんだから……。マチコさんにも、絶対……」

「そうだね」

「幸せになってね」

「ああ……。君も……」

　エドはもうどうしようもなくなって、『流れ星一番』号の操縦ブロックに戻る道すがら、歩きながらバグ芋を摘つまんでは食べ、摘んでは食べした。

「エド、変なの……」

　と、そんなエドを窓越しに見ながら、マチコは言った。

「食べながら、泣いてるよ。そんなに不ま味ずいなら、食べなきゃいいのに……」

「いや」

　と、エズラは言った。

「あれは美味しいんじゃよ。どうしようもなく……。あんたも今にわかるよ、お嬢ちゃん……」




「下げ僕ぼくごっこも、もう飽きた……」

　と、アンドレ・ドガは二人を見下して、吐き棄すてるように言った。

「ちっとも、面おも白しろくねえ。おまえら全然、こたえていやがらねえ……。面白くねえ！」

「じゃあ、そろそろやめろよ」

　と、カツヤは言った。顔中に、マジックでバカだの犬だの書かれている。

「もういいだろう」

　とキムタークも言った。こちらは女物の口紅で、顔中に卑ひ猥わいなマークを描かれていた。

「そうだなあ……」

　と、ドガ。

「じゃあ、ここらでひとつ趣向を変えよう」

　と、意地悪く嗤わらった。

「おまえら、互いに殴なぐり合え」

　冷徹に命じる。

「言っておくが、手加減したら承知しねえぞ。その度たびに、人質を一人ずつ殺すからな」

「そいつはちょっと、俺に不利だぜ……」

　と、カツヤは手錠に繫つながれていない方の手を見詰めながら言った。

「俺は左手だ。勝ち目はねえ……」

「心配するな」

　とキムタークが言った。

「俺の拳げん固こは、左右ともほとんど強さは変わらん。むしろ左フックの方が効きくくらいだ。俺の自由な手が、右手でよかったな、カツヤ……」

「そっちはそれでよくても、こっちの左はうんと弱い。ジャブとストレートとじゃ、勝負にならんぜ」

「つべこべ言ってないで、始めろよ」

　と、にやにや嗤いながらドガは言った。

「時間稼ぎ、見えミエだぜ」

「あんまり気が進まないんだがな……」

「そんなことはないだろう」

　とぼけるなよとでも言いたげに、ドガは促うながした。

「おまえら、仇かたき同士だろう？　お互いに、相手のせいで最愛の者を喪うしなったんじゃないのか？」

「確かにそうだが──」

「今は……」

「誤ご魔ま化かすなよ！」

　二人の頰を、交互に張った。妙みように甲かん高だかい音がした。

「自分を、誤魔化すな。憎けりゃ、憎いって言やいいんだよ!!　人質のためとか言って、綺き麗れい事ごとを抜かすな！」

「綺麗事……」

「綺麗事と言ったな、てめえ……」

　カツヤとキムタークは、ドガを睨にらんだ。

「俺たちが、命懸けでやっていることを──」

「ああ。綺麗事とは、よう言うた……」

「言ったがどうした！」

　と、居い丈たけ高だかになるドガ。

「てめえら見てると、ゲロ出そうになんだよ！　本当は憎いんだろうが!!　殴り合えよ。殴らねえと、人質殺すぞ!!」

「ついに『浄化』という美しい言葉も忘れてしまったのか……」

　と、キムタークは哀かなしげに呟つぶやいた。

「ドガ、貴き様さまは信者すら失格だ……」

「殴れえ！」

　と、わめくドガ。

「殴りやがれ!!　そうでもしねえと、てめえらこたえねえ！」

「わかってるじゃねえか……」

　とカツヤ。

「どうする、キムタークくん？」

「仕方がない……」

　と、キムタークは微笑んで頷うなずいた。

「やりますか、カツヤさん」

「ああ。今さらあんまり気は進まねえがな」

「それはお互い様……」

「じゃ、左手のハンディーのある、俺から……」

「遠慮しなくていいぞ」

　と、キムタークは言った。

「いざとなれば、俺も容よう赦しやしないから──」

「そうか。じゃ、俺も遠慮なく……」

　軽く当てたつもりの左ジャブが、どうした加減かまともにキムタークの鼻柱に入った。

「あっ、すまん!!」

「いいんだ……」

　と、キムタークは鼻血を押さえながら言った。

「いいんだ。カッツはこの何倍も、痛かったはずだ……」

「そこへ行くかい……」

「今度はこっち……」

　ストレートかと思いきや、キムタークの右は強烈なアッパーカットだった。意表を突かれたこともあって、カツヤは軽い脳のう震しん盪とうを起こした。

「効いた～」

　と、顔の周囲に星と小鳥を飛ばしながらカツヤ。

「いまのはちょっと、マジ本気入ってたぞ……」

「すまん。つい……」

「いいってことよ……。しかし、こいつはちょっと危険過ぎるゲームだぜ」

　そう言って、血の混まじった唾つばを吐いた。

「レフェリー、グローブとヘッドギア、それにマウスピースの着用を要請したいんだが……」

「却きやつ下か」

　すげなく言うドガ。

「ヴァーチュー・ドガ……」

　震える声で、副官ドイルが言った。

「もうやめましょう……。もう充分ですよ……」

「何を臆おくしている。それでもプリンシパリティーか!?」

「もう見るに耐えない。たくさんだ！」

　声を詰まらせ、ドイルは言った。

「僕は……セラフ・キムタークを、尊敬していた。これ以上、彼がボロボロになるのを、見たくない！　それも、たかだかあなた程度の人間に……。もう嫌いやだ！」

「ぬゎにぃ～!!」

　凄すごい形ぎよう相そうで、ドガはドイルに詰め寄った。

「もう一遍、言ってみろ！」

「もうキムタークを、貶おとしめないでください……」

　と、泪ながらにドイル。

「お願いだから！」

「貴様のような信者は要いらん！」

　と、ドガはドイルを殴おう打だした。さらに床に倒れたドイルの白はく皙せきの貌かおを踏む。

「今すぐ、その階級章を外はずせ！　貴様も、俺の顔のことを、肚はらの底では馬ば鹿かにしていやがるんだろう！」

「違います……」

　と、足あし蹴げにされながらもドイル。

「醜みにくいのは、あなたの顔じゃない。醜いのは、あなたの──」

「やかましい！」

　ドイルの腹を蹴った。

「貴様も、人質の凡ぼん夫ぷの列に加えてやろう！」

　高笑いする、ドガ。

「ルファス！」

　と、ドガは叫んだ。

「はっ……」

　と、畏かしこまるルファス。

「おまえがたった今から、俺の副官だ」

「得え難がたき栄達……。ヤーヴェに感謝を──」

「けっ、な～にがヤーヴェに感謝を……だよ」

　吐き棄すてるカツヤ。

「てめえらに感謝なんかされたら、マチコの祖じ父いちゃんも天上で浮かばれねえぜ……」

「同感だな……」

　とキムターク。

「ヤーヴェの名誉は、守らねばなるまい……」

　キムタークはそのまま、倒れているドイルに歩み寄った。当然、手錠で繫がれたままのカツヤも引っ張られる形で──。

「大だい丈じよう夫ぶか……」

　と、ドイルを介かい抱ほうする。

「セラフ・キムターク……」

「もうセラフではない」

　と、微笑みながらキムタークは言った。

「おまえと同じ、ただの人間だ……」

「僕は……」

「正しい」

　と、キムタークは言った。

「おまえは正しい。おまえこそが、正しきヤーヴェの弟で子しだ……」

「ううう……」

　キムタークの袖を摑つかんで、泣き崩くずれるドイル。

「キムタークさまあ……」

「おまえは、カッツに似ているな……」

　と、微笑んで彼は言った。

「ずっと、気になっていた。が、どうやら私の目も節穴ではなかったようだ。外見だけでなく、おまえは魂たましいの純度でもカッツ・モリガンに近い……」

「そこまでです」

　とルファスが、キムタークのこめかみに銃口を押し当てた。

「噴ふん飯ぱんものの幕まく間あいの茶番劇は……。さあ、正統な、ギリシャ悲劇を再開するとしましょうか……」

「銃ひき爪がねを引け、ルファス」

　と、キムタークは動じなかった。

「いっそそれで終わりにしようではないか。それにしても、出世したものだな。私の親衛隊の、末席にいたおまえが──」

「二年もあれば、人間は変わるんですよ、セラフ・キムターク……。私はあの頃の、エンジェル・ルファスではない」

「変わった結果がドガの副官か？　その地位に満足か？」

「殺すなよ、ルファス」

　と、ドガが叫んだ。

「そいつはじわじわと、俺の手で嬲なぶり殺しにしてやるんだからな!!」

「御ご随ずい意いに……」

　銃口を下ろすルファス。

「あなたにそれが出来るなら、それもよろしかろう……」

「くそっ、どいつもこいつも、面白くねえ！」

「ほう……」

　と、カツヤがドガを見て、言った。

「いちばん面白くねえ奴が、それを言う？」

「殺す！」

　と、ドガは銃を抜いた。

「まずおまえからだ、カツヤ・タイラー!!」

「逃げるぞ！」

　と、弾はじかれたようにキムタークが叫んだ。

「お互い、こんな奴に殺される義理はないとわかった。我慢するだけ、損だ！」

「同感!!」

　カツヤとキムタークは手錠で繫がれたまま、二人三脚でダッシュした。

「止まれ！」

　と、ドガは狙ねらいを定めながら言った。

「止まらんと撃つぞ!!」

「結局撃つんだろ！」

「くっ!!」

　一瞬躊ちゆう躇ちよはしたものの、ドガは結局、銃爪を引いた。だがレイガンの光条は二人の頭上を掠かすめただけだった。狙いが逸それたのではない。二人が足をもつれさせ、派は手でにコケたのだ。

「たたた……」

「呼吸を合わせるということを、知らん奴だ……」

「どっちが!?」

　だが痛がっている暇も、罵ののしり合う余裕もなかった。

「こうなりゃ仕方ない。この状態で、最速の走り方で逃げるぞ！」

「どうやって？」

「こうする！」

　キムタークがカツヤに胸を合わせた。要するに社交ダンスのように体を向かい合わせたのだ。そのままカニのように、横走りに逃げる。いや、その速いこと速いこと。

「まさかおまえと──」

　と、胸を合わせたままカツヤは言った。

「こんなところでシャル・ウィー・ダンスする羽目になろうとはな……」

「スローはなしだ」

　と、キムタークは言った。

「クイック、クイック！　ただひたすら、クイック!!」

「あ、そこターン！」

　あっという間に、通路の角を曲った。

「なんという逃げ足だ……」

　呆あきれつつも、感心してしまうルファス。

「出てこい！」

　と、わめくドガ。

「や～だよ」

　とカツヤの声。

「人質を殺すぞ!!」

「貴様にその勇気がないことは、よくわかった」

　とキムタークの声が言った。

「好きにするがよかろう」

「くっ……」

『ブヮ～カ！　まんまと逃げられてやんの』

　と、電源オンのままそばに転がしてあった『チョベリグ弐號』が、マチコの声で言った。

『マジで超アタマ悪わりいんじゃないの、あんた？』

「うるさい！」

　機械を蹴飛ばそうとして、思い切り向こう脛ずねを柱の角にぶつけるドガ。しばらく立てない。

「ふう……」

　と、ルファスはため息をついた。

『やはり最後は、私かな？　それにしても相手があのキムタークさまとカツヤ・タイラーでは、人質七百人盾たてに取っても、ちょっと厳しいかも……』




「カツヤもただ、人質になったんじゃなさそうだな」

　と、『流れ星一番』号で『ピグマリオ』に接近しながら、エドは呟つぶやいた。

「いくらステルス装置を働かせているとはいえ、敵はこちらの接近に気付かない。外の様子を監視している余裕もないんだ」

「あの二人に、いいように引っ搔かき回されてるって感じだな」

　と、後部座席で言ったのは『反応炉のテツ』こと、ティン・テツである。

「ま、予想していたことではあるがな。おかげでこっちの仕事もやり易やすい」

「ここからが肝かん心じんなところだ」

　と、気を引き締めるようにエドは言った。

「ここでヘマしたら、これまでの全すべての努力が無む駄だになる」

「わかってるって……。それより──」

　隣となりのシートを、心配そうに見る。

「こんな危険な場所に、何な故ぜ彼女を、連れて来た？」

「だって……」

　と、マチコは言った。

「来たかったんだモン！」

「彼女が一緒に来たいと言うのなら、僕には止める理由がない」

　とエド。

「正直もう、彼女と離れるのは嫌いやなんだ。特に、こういう大事な局面ではね」

「ちょっ、よく言うぜ」

　と、テツは舌打ちした。

「この俺が、可愛いエンジンを、『常陸ひたち』に残したまま来てるってのによ──」

「悪いね。ティン・テツ中佐……」

　と、エドは言った。

「本来なら民間人の僕が、いまや惑星連合宇宙軍の正規軍人である君を、私用で引っ張り回して……」

「いいってことよ……」

　と、ティン・テツ機関中佐は言った。

「俺は今でも、『泥どろ亀がめ』の船長って気分でいるからよ。それに、軍の仕事ってのは、実に退屈なんだ。一緒に軍に入った部下連中ともども、希望退職を考えていたところを、おまえに声をかけられた。これは飛び付くなって方が無理な注文さね」

「しかし、君にはその軍服は、それはそれで似合うよ」

「そうかね……」

　肩口に、二本のスパナが交差した機関科の兵科章をあしらった紺色の作業服が、妙みように似合うテツなのである。

「やっぱり君は、生きつ粋すいのエンジニアだね」

「おだてるな。だが、自分の仕事はきちんとやるぜ」

「ああ、頼む」

　エドは『流れ星一番』号に連結した、巨大なコンテナを振り返りながら言った。

「あの強制冷却機は、君でなければ扱えない」

「しかしまた、なんだってあんな代しろ物ものを？」

　と、怪け訝げんそうにテツ。

「二基もあれば、『常陸』のエンジンだって充分にクールダウン可能なパワーがあるんだぜ。それを、八基も……」

「ゆっくり説明している、時間がない」

　とエド。

「とにかく、やってみないと……」

「エド、かっこいい！」

　と、マチコが言った。

「そうやって、何かをいっしょうけんめいやろうとしているエドって、ス・テ・キ!!　オジンだけど……」

「やれやれ……」

　操縦席でエズラが笑った。

「今のマチコにかかっちゃ、エドも形かた無なしだな」

「子供ってのは、正直だからなあ……」

　と、テツ。

「なんだか急に、俺も自分の子供が欲しくなってきたぜ」

「相手もいないのに？」

「これから捜さがすさ」

　と、エズラは言った。

「こう見えても、血筋はいいんだぞ。なんせ、親おや父じは伯はく爵しやくだったんだからな」

「テツと一緒にいると、ついつい忘れるんだよね」

　とエド。

「身長も、ある。資産も、そこそこ……。まあ『泥亀』を売り飛ばせばの話だけどね。中佐というステイタスも、申し分ない。ルックスも、まあ平均点はクリアしてる。これでどうして、女の子が寄り付かないんだろう？」

「それは……」

　と、マチコが言った。
















「怖こわいから──」

「はっはっは！　その通りかもな」

　豪快に笑うテツ。

「今の台詞せりふ、マチコでなかったら、後でちょっと体育館の裏に呼び出したところだがよ……」

「『ピグマリオ』に接舷するぞ！」

　と、エズラが叫んだ。

「さあて、七百人プラス二人の人質、無事に助けられたらお慰なぐさみってとこだが……」

　エドらの表情は、自然引き締まった。マチコを除いては──。

「エド～！」

　と、精神的には八歳のままの彼女は、この局面でも容よう赦しやなく叫ぶ。

「おなかすいた～!!」










　第七章　素す敵てきなことって、何ですか




「ねえきみ……」

　と、八歳になる赤毛の少年は、その少女に声をかけた。

「きのうも、このベランダに一人でいたね。外でだれかと、いっしょに遊ばないのかい？」

　少女は、答えない。ただ膝ひざを抱かかえて、俯うつむいているだけである。

「遊ぼうよ」

「ううん……」

　と、少女は首を振った。

「ここにいる」

「遊びたくないの？」

　不思議な生き物を見るように、少年は少女を見た。

「ううん……。ひっこして来たばかりで、まだ友だちがいないの……」

「そう。ちょうどよかった……」

　と、少年は微笑ほほえんだ。

「ぼくも、おとといひっこして来たばかりなんだ。隣となりの部屋だよ。ぼくんち、火事でまるやけになっちゃったんだ……。だから──」

　不意に、少女の表情が強こわ張ばった。少年の言った『火事』という言葉に、過剰に反応したようだ。

「やめて!!」

　彼女は叫んだ。

「火事の話は、やめて！」

「ごめん……」

　と、謝あやまる少年。

「なんか、言っちゃいけないみたいだね。わかったよ、もう言わない。ぼくはエドワード」

　少年は自己紹介した。

「ジャスティ・エドワード・ウエキ・ハス・ヤマモト・タイラー[image: ]世……。だけどみんなは、エドって呼ぶよ。エドって呼んで」

「エド……」

　呪じゆ文もんのように、その響きが少女の可か憐れんな唇くちびるから漏もれた。

「エド……」

「そう。君の名は？」

「マチコ……」

　と少女は言った。

「マチコ……。マチコっていうの」

　何な故ぜかそれ以上は、フルネームを語ろうとしない少女。

「マチコでいいわ」

「そう。いい名前だよ、とっても……」

「名前をほめられたの……はじめて……」

　少女は少年を見上げた。

「うれしい……」

「なんだ。笑えるんじゃないか」

　と、エドは微笑む。

「ほうら、笑った顔のほうが、ずっとすてきだよ、マチコちゃん」

「エド……ふしぎな人……」

「よく言われる」

　と、エド。

「ぼくは、ジャスティおじいちゃん以外の人からは、みんなそう言われるんだ。よくわからないやつだって……。でも、ぼくは、そうは思わない。じぶんはまともだって、思ってる」

「そんなこと──」

　と、マチコは反論した。

「ふつうの人は言わない……」

「きみもつっこむつっこむ！」

　エドは何故かおかしくて仕方がないといった風に笑い転げる。

「でも、なるほど……確かにそうだね。きみの言うとおりかもしれないよ。でも、そんなことを言うきみも、じゅうぶんふつうじゃないね」

　そのエドの笑顔が、マチコの頑かたくなな心──生来、そうではなかったにせよ──を溶かした。

「ぼくたち──」

　エドはマチコの手を取り、言った。

「気が合うかも……」




「エド、エド！」

　テツの声が、彼を現実に引き戻した。

「何を考えていやがった。この大事な局面で……」

「それに負けず劣らず、大事なことさ」

　とエド。

「そう。とっても大事なことを、思い出そうとしていた……。僕たちの、始まり……」

「気楽な御身分だな」

　苦笑するテツ。

「だが、現状はもう少し事務的だぜ。やり直しは利きかねえんだ！」

「わかってる……」

「その面つらじゃ、わかってねえな。いいか、強制冷却装置を全部セットするのに、どんなに急いでも──この俺の腕をもってしても──一時間かかる」

「僕も手伝うよ。エズラも……」

「それを計算に入れてもだ」

　と、テツ。

「だが、どうやらそんな余裕は、ねえかも知れねえ」

「言っている間に、やろう」

　とエド。

「悪かった。もう過去に浸ったりは、しない……」

「そう願うぜ」

「よし。四十五分でやろう！」

　作業服に着替えながら、エド。

「四十分だ!!」

　と、エズラ。

「まだまだ、若いモンには負けんぞ！」

「おとなしく、待っているんだよ」

　と、エドはマチコに言った。

「いっちゃうの？」

　とマチコ。その瞳ひとみは、初対面のあの時と少しも変わっていない。

「いいや」

　と、エドは静かに首を振る。

「もう何ど処こへも、行かない……」




「カツヤ！　キムターク!!　隠れても無む駄だだ」

　と、完かん璧ぺきにキレたアンドレ・ドガの声。

「もう鬼ごっこはやめだ。人ひと質じちを殺す!!　まず、この船でいちばん若いのからだ。その次には、いちばん歳とし取ったのを殺す！　そうやって、若いのと年寄りとを、交互に殺していくからな。おまえらが出て来るまで、一分に一人ずつだ。聞こえてるか!?」

「聞こえてるよ……」

　と、カツヤ。

「聞きたくなくても、その妙によく通る馬ば鹿か声はな……」

「どうする？」

　キムタークがカツヤを見た。

「どうしよう？」

　実はカツヤにも、どうしていいかはよくわからない。

「これ以上、時間稼ぎは無理かな、やっぱし……」

「そう思うな」

「おまえが決めろ」

　と、キムターク。

「こういう時だけ、俺に押し付けようってのか？」

「まさか……。ただおまえは責任者、俺は単なるオブザーバーに過ぎん」

「そうだが……。ここで殺されても、悔くいはないか？」

「ああ、ないね」

　と、キムタークは余裕で言った。

「俺は、ブラック・セラフィムの信者だった頃から、常にいつ死んでも後悔のないように生きてきたつもりだ。善悪は別としてな……。それにカツヤ、ほんの数日間だったが、このスラップスティック・コメディは、結構楽しかったぞ……」

「キムターク……」

「その最後を飾る意味でも、ひとつ派は手でに、パァ～ッといくか」

「ブヮ～ッと、だ」

　頷うなずき合う、二人。

「さあ、三つ数えるぞ。数え終わる前に、出て来いよ。ひと～つ！」

「出て来てやったぞ」

　あっさり現れた二人に、

「な、なにっ!?」

　と、ドガはむしろ拍子抜けした。

「まだ一つしか数えてないぞ。こういうのはフツー、三つカウントする寸前に、『ま、待て！　俺の負けだ』とか言いながら出て来んか!?」

「さっさと出て来てやったんだから、文句言うなよ」

　とカツヤ。

「やはり、乗客の命には替えられん……」

「だったら最初から逃げるなってんだよ！」

　レイガンの銃じゆう把はで、カツヤの頭を殴なぐった……。

「くっ……」

「カツヤ！」

　と、いつの間にか彼を気き遣づかうキムターク。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫だ……」

　と、強がるカツヤ。

「今さら、どうということはねえ。しっかし、おまえが俺のことを心配してくれるとはな……」

「勘違いするな。おまえの死体を引き摺ずって歩くのが億おつ劫くうなだけだ」

「安心しろ」

　と、公平にキムタークの顔を殴りつけながら、ドガ。

「どっちか一人ってことはねえ。すぐに二人とも『浄化』してやるよ」

「豚に殺されるのは、『浄化』とは言わん」

　とキムターク。

「く……」

「殴りたければ殴れ。殺したければ殺せ。しかし、断じて貴き様さまなどに屈服はしない」

　土台、格が違うのであった。

「ドガ。悪いことは言わない、降伏しろ。どのみち、おまえたちに軍の包囲網を破る道はないのだ。ブラック・セラフィムの再興を願うなら、むしろ地下深くに根を張り、服ふく役えき信者の出所を待って、捲けん土ど重じゆう来らいを期するべきであった。少なくとも私がおまえの立場であればそうしただろう。人質を取るなど、最低の方法だ。一見派手だが、教団のイメージはそれだけ悪くなる。おまえに付き合わされた信者たちこそ、いい面つらの皮だな」

「ええい、黙れ！」

　と、ドガは自じ暴ぼう自じ棄きになった。

「こうなったら、人質から先に、まとめてあの世に送ってやる!!　あとは野となれ、だ！」

　リモコンのスイッチを手に取る。

「ようく見ておけ!!」

「あ──!?」

　まさかキムタークも、アンドレ・ドガがここまで短絡的とは思わなかった。仮にもヴァーチューまでいった中堅幹部である。

「よせ……」

「遅い！」

　スイッチを──、

　入れた。




「何も……」

　と、

　十分も経たった頃、カツヤがようやく呟つぶやいた。

「起きないねえ……」

「そ、そんなはずは……」

　カチカチと、空むなしくリモコンのスイッチを押し続けるドガ。

「まさか、故障品か……」

「見たところ、そのリモコンは安物のようだな」

　とキムターク。

「惑星アキバーラのジャンク屋で買ったリモコンなんだが……ちゃんと作動は確認したのに……。どうして浄化ガスが気化しないんだ……」

「温度が足りないからだよ」

　と、突然背後に現れた人影が言った。

「ダクトの中は、強制冷却装置ですっかり温度を下げてしまった。従って、スイッチを押しても必要な沸点に達せず、浄化ガスは気化しない」

「エド！」

　カツヤが叫んだ。

「エドじゃないか!!」

　と、キムタークも驚きを隠せない。

「やあ、キムターク……」

　と、エドは笑顔で挨あい拶さつした。

「あの時は、助けて貰もらってありがとう……。ようやく借りを返せたね」

「なに。大した負ふ債さいではない」

　とキムタークも微笑んで言った。

「自力で生き延びた、貴様が偉いのだ」

「どうも……照れるね」

「くっ、くっ、くそっ……」

　ドガはパニックに陥おちいった。

「どうなってるんだ!?」

「状況が、君に圧倒的に不利になったということだ」

　と、エドは端的に言った。

「七百人の人質というジョーカーは、浄化されてしまったんだよ」

『ジョーカーを、浄化……』

　と、転がしてあった『チョベリグ弐に號ごう』が突然叫んだ。

『ダッセ～!!　おやぢギャグ……』

「そういうつもりじゃなかったんだけどな……」

　と、頭を搔かくエド。

「とにかく、他の信者は全員説得したぞ。残りはここにいる君たちだけだ。さあ、どうする？」

『状況チョベリバ』

　と『チョベリグ弐號』。

『さっさとあやまっちゃいなよ、オジン……』

「誰が降伏などするか！」

「こいつも状況認識の甘い奴だなあ……」

　とカツヤ。

「何を意い固こ地じになってるんだよ!!」

「顔のいい奴には、わかるまい……」

　と、ドガは言った。

「並の容姿では、いかに能力が優すぐれようと、ブラック・セラフィムでは出世も難しいのだ」

「かと言って、貴様が能力的に優れているとは、どうしても思えんのだがな……」

　と、言いたい事を言うキムターク。もはや歯に衣きぬ着せる必要はない。

「黙れ！　一緒に入信した兄貴も、俺の能力は認めていた。『おまえには、リーダーの器量があるから』と……」

「あ、そうか……」

　と、ポンと手を叩たたきながら、エドは思い出したという表か情おで言った。

「どこかで見た顔だと思っていたら、君は惑星ポアザンにいたグラン・ビショップの弟だったんだな……。よく似ている」

「な、なに、兄貴を知っているのか!?」

　と驚くドガ。

「ピエール・ドガはどうなった!?　俺も行ゆく方えを知らんのだ！」

「ケンと二人で、簀す巻まきにして川に流したところまでは、覚えているんだが、後のことは知らないなあ……」

　と、エドは言った。

「なにせ、いたいけな少年信者たちに狼ろう籍ぜきのし放題だったからな。目に余って……。なるほど、確かにあの最低の兄貴から見れば、まだ君の方が能力的には上かも知れない……。ま、それだけだけどね」

「殺す！」

　ドガは銃口をエドに向けた。

「殺してやる!!」

「やってみろよ」

　そのドガの目の前に、カツヤとキムタークの二人が、ぬっと壁のように立ち塞ふさがった。

「状況が変わったことが、まだわからんようだな……」

「あ──!?」

「積もりに積もった恨うらみ……」

「この一発で勘かん弁べんしてやろう!!」

　キムタークの右ストレートとカツヤの左フックとが、同時にドガの顔面に炸さく裂れつした。

「ふぎゃ……」

　一撃で前歯が砕け散り、鼻柱が折れた。

「性格に相応ふさわしい顔になったな……」

　と、昏こん倒とうしたドガを見下しながら、キムターク。

「信者の面つら汚よごしめ……」

「キムタークさま!!」

　縛られていたドイルが叫んだ。

「うしろ！」

　その声は、キムタークにはカッツ・モリガンの声として聞こえたに違いない。彼は弾はじかれたように反応した。しかし、ルファスの動きはそれよりも速かった。アーミーナイフを抜き、腰の辺あたりに低く構えたままでキムタークに向け突進する。刃先が上……確実に葬ほうむるつもりだ。

「キムターク！」

　叫ぶなり、カツヤはキムタークとルファスとの間に割って入った。

「危あぶねえ!!」

　盾たてになったカツヤの体に、ずぶりとアーミーナイフのブレードがめり込む。

「ふが……」

「カツヤ！」

　エドが叫ぶ。

「ちいっ!!」

　素早く刃を抜こうとしたルファスであったが、渾こん身しんの力を込めた突進に、ナイフはカツヤの体に残った。

「あ──!!」

「カツヤ！」

　崩れるカツヤの体を抱き留とめるキムターク。

「馬鹿な……。何な故ぜ俺など──」

「くわあああ!!」

　獣けもののような咆ほう哮こうを上げ、エドはルファスに襲いかかった。

「こいつがァ──ッ!!」

　エドのそんな表情を、キムタークは初めて見る。

「はは……あいつめ……」

　と、血を吐きながらカツヤは言った。

「ついに血が爆発しやがった……」

「爆発？」

「そうさ……」

　と、カツヤは言った。

「なんたって……奴にはしっかりラアルゴンの血が入っているからな。日頃はおとなしくても……キレると誰よりも怖い……。俺たちは……そんなエドのことを、何よりも恐れたもんだった……ぐっ!!」

「カツヤ。しっかりしろ……」

「いや、悪わりぃな……」

　と朦もう朧ろうとなりながらカツヤは言った。

「カッツを殺しちまって……。ずっと気になってたんだ。これで……赦ゆるしてくれるかな？」

「赦さん！」

　と、キムタークは吼ほえた。

「赦さんが……しかし、死ぬな!!　これ以上俺を哀かなしませるな！」

「いやあ……俺もそうしたいんだが……」

　カツヤの首が、コトンと落ちた。

「カツヤ!!」

「……な～んちて！」

　舌を出すカツヤ。

「そう簡単には、死なないよ～ん!!」

「この野郎！」

　と、カツヤの首を絞めるキムターク。

「心配させやがって……」

「わっ……マジになんなって……ば……」

　キムタークのチョーク攻撃に、今度は本当に意識を失うカツヤ。

「あ……」

　思わず、自分の手を見詰めるキムターク。

「いかん。つい本気で、絞しめてしまった……」

「くわァ──ッ!!」

　と、その瞬間エドの後ろ回し蹴りがルファスの後頭部に炸裂。彼を隔壁に叩きつけた。

「ほ……見事なものだな」

「エド！」

「無事か～っ!?」

　そこへテツとエズラが駆け込んで来た。

「乗客は全員解放したぜ！」

　と、叫んだテツだったが、血ち塗まみれで倒れているカツヤを見て、

「う……番長！」

　と絶句した。

「急いで、カツヤを病院へ運べ!!」

　と、キムタークは凜りんとして命じた。

「この英雄を死なせてはならん！」

「てやんでえ……」

　と、目を閉じたまま小声で呟くカツヤ。

「刺された傷は、大したこたあねえ……。それよりてめえに絞められた方が、よっぽど効きいたぜ」




「カツヤも父親に似て、とんでもない奴じゃ……」

　と、緊急オペを終えて手を洗いながらドクター・キタグチは言った。

「そろそろ現役を退しりぞいて、悠ゆう々ゆう自じ適てきの余生を楽しもうとしておるこの老人を、なかなか引いん退たいさせてはくれぬわい。しかし、また父親に似て悪運も強い……。刃先はほんの数ミリほどの差で、急所を外はずれておった。あと半歩、踏み込まれておったら現代医学でも手の施し様なく、即死じゃったわい」

「フランソワーズの霊が、護まもってくれたということかな……」

　と老タイラーは呟いた。

「勝手にそう思え！」

　と、不機嫌そうにキタグチは言った。

「おまえの家系は、どいつもこいつも医学を軽視しおって！　助かれば死者の霊魂の手柄で、失敗すれば医者の責任かい。こんなに割に合わぬ主治医が、どこの世界におろう」

「済まんね、ドクター」

　と、タイラーは言った。

「だが、なんのかんのと言って、身内の手術は未いまだに君にしか頼めなくてね……」

「フォローが遅い！」

「できればその手で──」

　と、タイラーは言った。

「曾ひ孫まごも取り上げて欲しい」

「おう！　任まかせとけ!?」

　と、たちまち笑顔を見せて、一升瓶を喇らつ叭ぱ吞のみするキタグチであった。

「曾孫であろうと玄孫やしやごであろうと、命の続く限り、この手で取り上げてやるわい!!　それももう、曾孫もそんなに先の話ではあるまい……」

「ありがとう……ドクター」




「よう！　減刑おめでとう!!」

　と、カツヤは再公判が終わるなり、駆け寄ってキムタークの肩を叩いた。

「懲ちよう役えき十二年……。まあ妥だ当とうな線じゃねえか」

「おまえが助かってくれてよかった」

　と、キムタークは言った。

「死なれていては、終身刑が無期懲役になるくらいだったろうな……」

「なんだ」

　カツヤは笑って言った。

「なんのかんのと言って、おまえも早く娑しや婆ばに出たいんじゃねえか」

「気が変わった」

　と、新たな決意をその瞳ひとみに漲みなぎらせ、キムタークは言った。

「宇宙には、まだまだブラック・セラフィムの教義を必要とする信者が大勢いるのだ。今回のことでそれがわかった……。私はそんな未だ癒いやされない信者たちのための、心の支えになりたい。そのために、余よ生せいを生きる……」

「あんまり張り詰めんなよ」

　と、カツヤ。

「かと言って、おまえは弛ゆるめ過ぎだ」

　そう言って、カツヤの背中をポンと叩いた。

「うぎゃ～っ!!」

　そこは、傷口。カツヤは絶ぜつ叫きよう。

「また開いた……」

　担たん架かで運ばれたカツヤに代わり、エドとマチコの夫妻が握手する。

「僕も、何か君の力になるよ」

「そんなことより、マリア……おっと、マチコのことをしっかり愛してやれ」

　と、キムタークは言った。

「彼女には、何よりおまえが必要なのだ」

「逆だよ」

　と、エド。

「僕の方こそ、マチコを必要としている……」

「エド、約束よ」

　と、マチコはエドの袖を引っ張った。

「早く、ギャラクシーパークに連れて行ってよ。そのために、こんな退屈な裁判に付き合ったんだからね！」

「その通りだ」

　と、微笑むキムターク。

「早く連れて行ってやれ、エド」

「急に父親になったような気分さ」

　と、肩を竦すくめてエド。

「それでもまあ、マチコも少しは成長しているんだけどね……」

「戻って来ただけでも、有り難がたく思うことだ」

「エド、早くう!!」

「やれやれ……」

　急せかされながら、エドはキムタークともう一度だけ握手した。

「いつかマチコも、事件の全貌を知る時が来ると思うよ……」

「だとすると、今のままの方がいいかも知れないな」

「彼女が『成長』して、子供が出来るのと、君の出所と、どっちが早いかな？」

「微妙な線だ」

「子供の名前は、もう考えてあるのか？」

「ああ。女の子なら、マリア……」

「ほう……」

「男の子なら、ジーザスだ」

「それはまた、御ご大たい層そうな……」

　苦笑するキムターク。

「ジーザス・ウエキ・ヤマモト・タイラーか？」

「いいや。ミドルネームは、一いつ切さいなしだ」

　とエド。

「ジーザス・タイラーにする……」

「シンプルだな」

「子供の頃、名前で苦労したからな……。フルネームを書くだけで、テストの持ち時間が終わってしまったこともある」

「どういうテストだ!?」

「じゃ、な」

「おう。俺たちのことを、忘れるなよ」

「忘れようがないよ」

　そう言って、エドは何度も何度も、振り返り、その度たびに手を振った。マチコに急かされながら──。




「う～ん、キムタークめえ……」

　唸うなりながら担架で運ばれる、カツヤ。

「暴行傷害で、プラス三年だ！　いや、俺の傷口を叩いた瞬間、奴には殺意があった……。殺人未み遂すいで、もっぺん終身刑に持ってけるように告訴したる!!」

「な～に馬鹿なこと言ってんのよ！」

　と、付き添いのノリカ。

「兄貴に進歩って言葉はないの？」

「だからこそ、カツヤは偉大なんだよ」

　と、ケン。

「とにかく病院までは、僕らが……」

「うぷ！」

　と、不意にノリカが口元を押さえた。

「どうした？」

「夏なつ蜜み柑かん……食べたい」

「え～っ!!」

　仰ぎよう天てんするケン。

「またかい……」

　これで七人目だ。

「懲こりん奴……」

　担架の上で笑い過ぎて、カツヤの傷口は完全に開いたようだ。

「ひ～、死ぬ～!!」

「しっかりせい！」

　勇気づける者がいた。

「ノリカに代わって、朕ちんが付き添うぞ」

「ロージー……妃ひ殿でん下か……」

　意外を通り越して、仰天であった。

「もう妃殿下ではない」

　と、ロージーは言った。

「強しいて尊称を付けるなら、陛へい下かじゃ」

　ゴザ十七世である。

「じゃが、ロージーでよいぞ。何故なら、そちは、朕の婿むこになるからじゃ」

　ロージーはそのターゲットをエドからカツヤに変えてきた。

「そんな、人が動けないのをよいことに強ごう引いんな……」

「朕の離宮に運べ！　考え得る限り最高の医師団を集めよ!!　これは勅ちよく命めいじゃ！」

「ひ～ん!!」

　泣き叫ぶカツヤ。

「そうか、この逆玉の輿こしが、そんなに嬉しいか……」

「ちが～う！」

　わめくカツヤ。

「そんな自由のない未来は、嫌いやだ──────ッ!!　うぐぐ……」

「そら、無理をするとまた傷口が開くぞ」

「恋愛は自由意志で……」

「甘い！　かくなる上は何があろうと、タイラー家とラアルゴン皇家の血をひとつにするのじゃ。これは、母上の悲願でもある」

「助けてくれ～っ!!」

　泣き叫びながら、連れ去られるカツヤ。

「俺は……生しよう涯がい番長のままでいたいんだァ～!!」

『あ～あ、ラチられてやんの……』

　彼のポケットの中で、『チョベリバ弐號』が言った。

『チョベリバ……』




「結局……」

　と、自宅の庭から中ちゆう秋しゆうの名月を見上げながら、ジャスティ・ウエキ・タイラーは呟いた。

「全員、落ち着くべき場所に落ち着き、なるようになったということかな……」

「どうでしょうか」

　と、彼と並んで、ユリコ。

「確かなことは、子供たちは皆一人立ちして、こうしてまた、あなたと二人きりになったということですわ」

「結構けっこう……。どうせまた、賑にぎやかになる！　賑やか過ぎて、訳のわからん状況にな」

「でも、こうして束つかの間あなたと一緒にいると、若い頃を、思い出しますねえ」

「なんの、まだまだ若い！」

　と、タイラーは言った。
















「まだまだ、これからじゃ」

　そう言って、タイラーは読者の方を向き、会心の笑みを漏もらしたのだった。

「まだまだだ、ネッ!!」
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『無責任カルテット』で最大のテーマは、表向き『純愛』ということになっているが、実はそれは言い訳なのだ。編集者を、出版社を納得させるためのアリバイでしかない。企画を企画として通し、売れるためには、ある程度の部数を確約するためには、そういう建たて前まえのテーマがどうしても必要だったのだ。僕は、作家としてはサービス精神旺おう盛せいな方なので、作品がその建前の上で破は綻たんしないことに関しては責任を取り、細心の注意は払ったつもりだ。だからストーリー的には、かっちり奇き麗れいに纏まとまったと自分でも納得している。自分で読み返しても、お、吉岡、なかなか無ぶ難なんに収おさめとるやんけと感心してしまった。Ｂ級メロドラマとしても、『無責任カルテット』はそんなに悪い物語ではない（あくまでＢ級だけど……）。むしろ面おも白しろい部類に属するのではないかと思う。

　しかし、『無責任カルテット』を通して読めば、この物語の主人公がエドではなく、実はカツヤであるということは、ちょっと賢かしこい読者の方なら容易に看かん破ぱ出来ることだろう。カツヤの、一歩間ま違ちがえば危あやうい主人公としての存在が、表向きの主人公エドによる砂糖をまぶしたような陳腐な恋愛ドラマによって隠いん蔽ぺいされた作品……実は、作者の狙ねらいもそこにあった。そういう意味では、吉岡平は確信犯である。だからこのシリーズのタイトルは、『無責任カルテット』よりむしろ『無責任番長カツヤ』でもよかったのである。しかし、それでは企画書は通らないのだ。と言うか、本当のテーマを読んで欲しい多くの人に、本を手に取らせることはできない。

　それがわかるのに、僕はデビューしてから十年かかった。

　読者を搦からめ取る方法論は、あくまで『俗』なのである。陳腐なテーマほどよいのだ。読者に「この程度なら俺にも書ける」と思わせる作品こそ、実は優すぐれた表現なのだ。ただ、その下に隠し味のように、じわじわと効きいてくる『毒』が、含まれてさえいれば──。

　今だから正直に告白しよう。

『無責任艦長タイラー』の、予想外の成功に、僕は『読み』を誤あやまった。元々、一部の熱狂的なマニアに受ければいいやと思って書いたこの作品の、予想に反した成功に、僕はてっきり、単純にも「ああ。世の中には俺と同じような趣味の奴が多いのだな」と思い込んでしまったのである。それがどんなに的まとを外はずした分析であったかということを、僕は七年かけて思い知らされることになった。そこから、吉岡平の悲劇は始まったのだ。そもそも、あの大部数を支えてくれた読者のほとんどは、僕が心血を注いだディティールなどどうでもよい読者だったのだ。ただ全体の大まかな流れを愛してくださったのである。（もちろん、こちらの目もく論ろ見み通り、ディティールが大好きという読者の方もいるにはいる）で、そういう人の方が、当然『濃い』し、ディープである。従ってそうでない読者の中に混まじっても百倍目立ち、結果として実数以上に存在感が強い。しかし、そうしたディープな読者は、実数の比率で言えば、極ごく々ごく少ないのである。そして──これがいちばん肝かん心じんなことなのだけれど──どんなにディープな読者も、そうでない読者も、一度に買ってくださる僕の本は、一作品に付き一冊なのだった（ごくごく希まれに、それ以上買ってくださる奇特な方もおられるが、それは本当に例外中の例外でしかない）。

　さあて、自分の作品がどうして評価されているかという『読み』を完かん璧ぺきに誤った吉岡平のその後の奮闘ぶりは、悲惨を通り越してあるいは滑こつ稽けいであったかも知れない。ただひたすらディティールにのみに奉ほう仕しした作品では、ディープな読者は引き付けられても、そうではない大多数には『やたら描写過剰で脱線するだけの平板で退屈な作品』として、あっさりそっぽを向かれてしまったのだ（Ｋ社のアレとか、Ｔ社のナニとかね）。それでもどうにか、多少のセールスを見たのは、『無責任艦長タイラー』のネームバリューと、あの作品のもうひとつの魅力（他のシリーズにはない）が、中身も見ずにレジに向かわせたから……と、今なら僕もこれくらい謙けん虚きよに分析出来るのだが、ちょっと前はそれどころではなかった。あんなに濃いエッセンスが『無責任艦長タイラー』などとは比較にならない密度で込められているのに、この作品がこんなに売れないなんて、読者はピー（超差別用語）か!?と本気で世を恨うらんだ。

　しかし、そんな悪循環を断ち切ることが出来たのは、とある女性ファンの、おそらく彼女にとっては何気ない一言であった。

「吉岡先生の作品は、肩の力を抜いて書いた物の方が好きです……」

　気付いてみれば何でもないことだった。

　思えば、僕が心血を注いだディティールというディティールをあっさりと無視して創つくられたあのアニメに、僕は激げき怒ど（そう、今だから言うけど僕は当時、心底激怒してました。ど～していちばん面白いところをオミットすんだよ！　真×ピー!!　ってな具合に……）していた訳だが、それも考えてみれば当然なことだった。原作の『無責任艦長タイラー』に、マニアックな部分と、広く一般に敷ふ衍えんしていく部分との、二つの面白さがあるとすれば、あのアニメは前者を極力オミットし、後者に可能な限り忠実に映像化された作品であったのだ。そうでなければ、いかにあの作画レベルと豪華声優陣（本当に豪華だった。声優ミーハーとしての僕は、今でもその部分だけならあのアニメの方法論は正しかったと思うし、満点を付けられる）であっても、あそこまでの人気作品にはならなかったであろう（しかし、それはそれ。今でも原作者としてのプライドをズタズタにされた、主として制作会社との間に起きた数々の不愉快な経験は忘れていない。特に事前にこちらに連絡すべき事を故意に通達せず、物理的に修正不能というところまで進めてから『もうここまで進んでいるのですから、やり直しは不可能です』の一ひと言ことで全すべてを済なし崩しにしていくという強ごう引いんなやり方、あの事後承諾の嵐は、未来永えい劫ごうに渡るまで、絶対に赦ゆるさない！　まあ向こうとしては、吉岡平というマニアックな作家の、美お味いしい部分は全てしゃぶり尽くしたつもりだろうから、もう当分はアニメ化のお声掛かりもないだろうが……）。




　だが、ようやく鈍にぶい僕にも、そこら辺のことがわかったのだ。その教訓を活いかして書かれた初めてのシリーズが『無責任カルテット』という訳である。徹底して『売れる』『引っ張る』ということを主眼に置いて書いた。売れなければ話にならない。テーマだとか、ディティールだとかはそこからの話なのだ。読む人の絶対数が増ふえれば、結果としてこちらのディティールへのこだわりもそれだけ伝わる。決してディティールが読者を魅み了りようするのではないし、部数に貢こう献けんする訳でもない……これだけのことがわかるのに、随ずい分ぶんと七しち転てん八ばつ倒とうしてしまった。

　売らんがためにこれだけあざといことをやった作品は、これまでにない。もう、サービス過剰なくらいである。しかし、元来、僕はそうした過剰とも思える読者サービスが嫌いではないのだ。たとえこの作品が、十年と言わず五年、いや三年を経へずに風化しようとも構わない。肝心なのは今現在のセールスである。作品の寿じゆ命みようがどれほど短かろうと、それでも今のパソコンの最新型の寿命より長けりゃいい……というつもりで書いた。それでも、売れるパソコンは売れないパソコンよりは偉いのだ。




　とは言うが、これは作者の欲目で案外、『無責任カルテット』は風化してからも読める『真実』をひとつくらいは封じ込めることが出来たかも知れない。ただし、それは狙って出来ることではないのだ。何気なく書き飛ばした一言が案外真実であったりする……という経験は物書きなら誰でも身に覚えのあることだが、それはあくまで偶然の産物である。

　どれほどの真実を描き得たかどうかは、この作品が風化し切った十年後に、再び読み返してみることで確かめてみたい。実はそれが今から作者の細ささやかな楽しみであると同時に、密ひそかな恐れでもあるのだ。その時、本を焼き棄すてたくなるか。それとも──。




　そうそう、まだ続くんだよ、この世界……。


平成八年　九月

作者












無む責せき任にんカルテット⑤




銀ぎん河が賛さん唱しよう
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